
知
識
学
の
本
質
と
そ
の
内
的
動
性
（
二
）

辻

村

公

一

第
二
章
知
識
学
の
内
的
動
性

　
序
言
に
於
て
吾
々
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
に
依
っ
て
繰
返
し
試
み
ら
れ
た
「
知
識
学
の
叙
述
」
に
現
れ
て
来
る
そ
の
変
動
を
「
知
識
学
の
本
質
し

に
由
来
す
る
変
動
と
し
て
捉
え
、
そ
の
内
的
動
性
を
追
究
す
る
こ
と
を
、
こ
の
論
放
の
一
つ
の
課
題
と
し
て
提
示
し
て
置
い
た
。
そ
の
課

題
は
こ
こ
で
は
次
の
如
き
順
序
に
従
っ
て
遂
行
さ
れ
る
。

AAAA四三ニー一vvvw
「
絶
対
我
」
（
飢
鋤
ω
⇔
ぴ
。
傷
。
ξ
8
H
o
N
同
）
の
立
場
。

「
絶
対
知
」
（
侮
⇔
o
◎
　
四
び
o
o
O
一
d
簿
Φ
　
ノ
く
凶
。
傷
匂
陰
③
ゆ
）
の
立
場
。

「
絶
対
者
」
（
鳥
霧
》
げ
。
。
O
ご
叶
①
）
の
立
場
。

立
場
の
変
動
と
知
識
学
の
内
的
動
性

（
欄
）

　
　
　
周
知
の
如
く
、
「
全
知
識
学
の
基
礎
」
（
一
七
九
四
年
）
は
三
部
に
分
た
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
部
「
全
知
識
学
の
畑
原
剛
」
は
、

　
　
知
識
学
全
体
の
根
底
を
成
す
三
つ
の
「
原
則
匪
根
本
命
題
」
（
○
讐
5
山
ω
簿
N
①
）
を
、
内
容
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
三
つ
の
「
根
本
命
題
」

　
　
は
夫
々
「
我
の
根
源
的
自
己
定
立
」
、
「
我
に
依
る
非
我
の
反
定
立
」
、
「
我
の
内
に
於
け
る
我
と
非
我
と
の
綜
合
1
1
合
定
立
」
を
、
雷
い
現

456　
　
　
　
　
　
知
識
学
の
本
質
と
そ
の
内
的
鋤
性
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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四

46
6
　
し
て
い
る
。
第
二
部
「
理
論
的
知
識
の
基
礎
」
と
第
三
部
「
実
践
の
学
の
基
礎
」
と
は
、
「
第
三
根
本
命
題
」
　
の
内
に
含
ま
れ
て
い
る
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
の
二
つ
の
命
題
一
す
な
わ
ち
「
我
は
そ
れ
自
身
を
、
非
我
に
依
っ
て
限
定
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
定
立
す
る
」
（
U
器
H
o
げ
の
魚
§
ω
ざ
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
餌
♂
ぴ
①
ω
怠
欝
B
け
ロ
9
0
げ
仙
二
言
一
〇
窪
－
團
魯
）
と
「
我
は
そ
れ
自
身
を
、
非
我
を
限
定
す
る
と
し
て
、
定
立
す
る
」
（
O
器
H
o
げ
ω
魚
§
銑
。
び
㊤
ポ

　
　
び
①
ω
誤
伝
彰
9
幽
α
累
乞
ざ
ぼ
－
H
筈
）
1
を
、
夫
々
の
「
主
要
命
題
」
（
撃
茎
冥
。
。
似
欝
①
）
と
し
て
分
立
し
、
そ
れ
ら
の
各
々
の
内
に
含
ま
れ

　
　
て
い
る
「
対
立
巨
反
定
立
」
と
そ
の
「
綜
合
1
1
合
定
立
」
と
を
「
反
省
作
用
」
に
依
っ
て
露
呈
す
る
と
い
う
仕
方
で
、
「
非
我
」
に
限
定
さ

　
　
れ
た
限
り
で
の
「
我
」
の
自
己
定
立
す
な
わ
ち
「
我
」
の
理
論
的
自
己
定
立
（
す
な
わ
ち
表
象
作
用
く
。
話
邑
鯉
口
）
と
「
非
我
し
を
限
定

　
　
す
る
限
り
で
の
「
我
」
の
自
己
定
立
す
な
わ
ち
「
我
」
の
実
践
的
自
己
定
立
（
す
な
わ
ち
努
力
誓
冨
げ
①
づ
）
と
を
、
そ
の
根
源
的
成
立
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
そ
の
法
財
的
聯
関
と
に
衡
し
て
、
究
明
す
る
。
そ
れ
故
、
第
二
部
と
第
三
部
と
は
、
「
我
と
非
我
と
の
根
本
綜
合
」
（
象
Φ
○
籍
欝
山
登
鄭
昏
①
臨
ω

　
　
傷
霧
H
。
げ
高
邑
Z
ざ
げ
呂
。
げ
）
を
一
醤
い
現
し
て
い
る
第
三
根
本
命
題
の
究
尽
的
展
開
に
他
な
ら
ず
、
そ
の
展
開
が
二
部
に
区
分
さ
れ
る
の
は
、

　
　
差
当
っ
て
第
三
根
本
命
題
に
固
有
な
る
そ
の
命
題
性
格
…
す
な
わ
ち
「
我
と
非
我
と
の
根
本
綜
合
」
i
の
内
に
二
つ
の
次
光
的
に
相

　
　
異
な
る
綜
合
の
仕
方
が
目
撃
さ
れ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
フ
ィ
ヒ
テ
自
身
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
、
す
な
わ
ち
「
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
の
く
我
と
非
我
と
の
〉
根
本
綜
合
か
ら
、
知
識
学
の
領
域
の
内
に
属
す
べ
き
一
切
が
、
展
開
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
。
然
る
に
、
　
「
知

　
　
識
（
知
る
こ
と
）
」
は
、
啄
め
て
雷
う
ま
で
も
な
く
、
「
確
実
に
知
る
こ
と
」
（
α
q
Φ
≦
浅
野
。
。
ω
窪
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
事

　
　
柄
へ
の
顧
慮
か
ら
吾
々
は
差
当
っ
て
次
の
こ
と
を
確
認
し
て
置
こ
う
、
す
な
わ
ち
、
　
こ
の
時
期
に
於
け
る
「
知
識
学
の
叙
述
」
は
、
「
知

　
　
識
（
知
る
こ
と
）
」
を
一
般
に
「
絶
対
我
の
内
に
於
け
る
我
と
非
我
と
の
対
立
の
綜
合
」
と
し
て
把
握
し
、
「
知
識
」
の
真
理
診
た
る
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
「
確
実
性
」
（
（
｝
⑦
♂
＜
一
ゆ
『
Φ
一
け
）
を
「
絶
対
我
の
自
己
定
立
」
に
属
す
る
そ
の
「
自
己
確
実
性
」
に
「
反
省
作
用
」
に
依
っ
て
根
拠
づ
け
る
、

　
　
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
遂
行
さ
れ
て
い
る
と
。
従
っ
て
、
そ
の
立
場
と
そ
こ
か
ら
由
来
す
る
そ
の
構
成
と
を
更
に
立
ち
入
っ
て
究
明
す
る

　
　
た
め
に
は
、
「
絶
対
我
の
自
己
定
立
」
（
第
一
根
本
命
題
）
、
「
非
我
の
反
定
立
」
（
第
二
根
本
命
題
）
、
「
我
と
非
我
と
の
合
定
立
」
（
第
三
根

　
　
本
命
題
）
、
そ
れ
ら
の
内
的
聯
衡
、
「
反
省
作
用
」
の
所
在
と
そ
の
作
用
性
格
が
、
問
題
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
　
第
～
根
本
命
題
は
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
「
我
は
そ
れ
自
身
の
有
を
根
源
的
に
端
的
に
定
立
す
る
」
　
（
O
器
　
H
畠

　
　
。
。
①
酔
§
霞
。
。
箕
彦
σ
q
葎
び
ω
。
霞
①
。
ゲ
盛
ぎ
器
ぎ
魚
σ
q
窪
。
の
ω
鉱
p
）
と
。
そ
れ
は
亦
最
も
完
備
し
た
方
式
の
内
で
は
次
の
よ
う
に
言
い
現
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
て
い
る
、
す
な
わ
ち
「
我
は
端
的
に
有
る
、
す
な
わ
ち
、
我
は
、
我
が
有
る
が
故
に
端
的
に
有
り
、
且
我
が
そ
れ
で
有
る
と
こ
ろ
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
…
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
で
端
的
に
有
り
、
而
も
そ
の
両
方
が
我
に
と
っ
て
〈
現
れ
て
有
る
〉
」
（
H
o
げ
び
写
ω
o
窪
①
o
ゲ
鹸
冒
》
鮮
磨
滅
げ
び
紗
ω
o
窪
Φ
o
ぴ
ひ
ゲ
冒
≦
①
二

　
　
器
ぴ
ぼ
詳
§
伽
げ
ぽ
ω
。
窪
o
o
げ
叶
冒
ジ
奢
鎖
ω
♂
げ
窯
員
び
⑲
凱
①
ω
臨
自
鴎
　
仙
⇔
ω
　
H
。
び
）
と
。
吾
々
は
こ
の
方
式
を
熟
思
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
　
「
我
は
端
的
に
有
る
。
」
併
し
「
我
し
は
「
物
〕
の
よ
う
に
有
る
の
で
は
な
い
。
「
物
」
は
「
我
の
内
に
定
立
さ
れ
た
も
の
」
に
過
ぎ
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
　
そ
の
「
有
」
は
「
我
に
依
っ
て
我
の
内
に
定
立
さ
れ
て
有
る
こ
と
」
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
、
「
我
」
は
如
何
な
る
仕
方
で
有
る
の
か
。

　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
（
⑳
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
　
「
我
は
我
に
と
っ
て
〈
現
れ
て
〉
有
る
」
（
U
霧
H
o
甥
冴
け
含
H
山
霧
H
o
げ
）
。
「
我
に
と
っ
て
」
と
い
う
語
は
、
上
記
の
方
式
の
内
で
は
最

　
　
後
に
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
我
」
に
圃
有
な
る
至
り
方
を
、
最
後
的
に
示
し
て
い
る
。
《
】
H
）
p
δ
の
　
H
O
ぴ
　
一
ω
け
　
臨
口
壇
　
鳥
鋤
。
ゆ
困
O
げ
・
》
こ
の
単
純

　
　
な
る
命
題
が
、
「
第
一
根
本
命
題
」
を
解
す
る
た
め
の
鍵
で
あ
る
。

　
　
　
《
H
）
帥
ω
　
H
O
げ
　
一
ω
叶
　
｛
唖
聾
　
岱
鋤
ω
　
H
O
ゲ
●
》
こ
の
命
題
は
先
ず
第
一
に
、
「
我
に
我
に
と
っ
て
〈
現
れ
て
〉
有
る
」
と
い
う
「
織
し
に
固
有
な
妻
9
げ

　
　
〈
窪
」
．
信
難
く
興
ぴ
○
お
の
昌
＞
1
。
。
Φ
一
昌
を
、
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
仕
方
で
「
我
が
我
に
と
っ
て
現
れ
て
有
る
こ
と
」
は
、
　
一
般
に
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
…
（
王
ユ
）

　
　
て
亦
フ
ィ
ヒ
テ
に
於
て
も
、
「
自
己
意
識
」
（
ω
色
げ
。
。
？
ぴ
Φ
≦
鐸
摯
－
ω
①
ぎ
）
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
藷
っ
て
い
る
、
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
な
わ
ち
「
我
は
、
そ
れ
が
そ
れ
自
身
を
意
識
す
る
限
り
、
そ
の
限
り
に
於
て
の
み
有
る
」
と
。
言
い
換
え
れ
ば
、
　
「
そ
れ
自
身
に
と
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
ユ
）

　
　
〈
現
れ
て
〉
有
る
の
で
は
な
い
も
の
、
そ
れ
は
我
で
は
な
い
」
。
「
我
」
は
「
自
己
意
識
」
に
於
て
且
「
自
己
意
識
」
と
し
て
初
め
て
「
肩
」

　
　
る
。
す
な
わ
ち
「
我
」
の
本
質
は
「
自
己
意
識
し
で
あ
る
。

　
　
　
《
圓
）
餌
ω
　
圃
O
ゲ
　
同
o
o
け
　
臨
自
H
　
餌
餌
m
　
H
O
ず
「
》
こ
の
命
題
は
次
に
、
「
我
は
我
の
た
め
に
有
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
意
味
し
得
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味

　
　
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
上
の
命
題
の
内
で
は
、
表
明
的
に
な
っ
て
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
併
し
、
そ
の
意
味
は
、
既
に
「
自
己
意
識
」
と
い

476　
　
　
　
　
　
知
識
学
の
本
質
と
そ
の
内
的
動
性
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



648

　
　
　
　
哲
一
灘
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研
究
　
　
第
四
百
七
十
－
八
ロ
写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

う
事
態
そ
れ
自
身
の
内
に
含
意
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
し
く
そ
の
含
意
の
故
に
且
そ
の
含
意
の
表
明
化
と
し
て
、
　
「
自
己
意
識
」
は
フ
ィ
ヒ

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

テ
に
依
っ
て
「
自
己
定
立
」
（
ω
凶
9
。
。
①
ま
の
け
ω
Φ
言
Φ
⇔
）
　
と
し
て
把
握
さ
れ
得
た
の
で
あ
る
と
、
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
一
体
如
何
に
し

て
「
自
己
意
識
し
は
「
自
己
定
立
」
で
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蕪
）

　
そ
れ
は
先
ず
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
我
し
は
、
「
そ
れ
自
身
が
そ
れ
自
身
に
意
識
さ
れ
て
有
る
」
（
ω
岡
。
ゲ
ω
①
膨
禽

げ
①
≦
螺
窪
あ
①
ぎ
）
と
い
う
仕
方
で
、
す
な
わ
ち
「
自
己
意
識
」
と
い
う
仕
方
で
、
初
め
て
「
有
」
り
且
「
我
」
と
し
て
「
膚
」
る
。
言
い
換

え
れ
ば
、
「
我
」
が
先
ず
「
有
」
っ
て
次
に
「
そ
れ
自
身
が
そ
れ
自
身
に
意
識
さ
れ
て
有
る
」
と
い
う
「
自
己
意
識
」
に
達
す
る
、
の
で
は

な
く
、
「
自
己
意
識
」
に
於
て
初
め
て
「
我
の
何
で
有
る
か
」
が
す
な
わ
ち
そ
の
「
本
質
」
が
「
現
前
」
す
る
と
い
う
仕
方
で
一
つ
ま
り

「
自
己
意
識
」
と
い
う
「
我
」
の
d
昌
〈
Φ
菩
。
茜
。
㌣
ω
Φ
ぎ
に
於
て
そ
の
芝
蜂
。
。
。
あ
Φ
ぎ
と
U
⇔
甲
器
げ
と
が
統
一
さ
れ
る
と
い
う
仕
方
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

一
「
我
」
は
「
窟
」
る
。
す
な
わ
ち
、
「
自
己
意
識
」
と
い
う
仕
方
で
「
我
は
そ
れ
自
身
を
膚
る
と
し
て
定
立
す
る
」
（
畠
ゆ
㊦
ω
食
．
一
■
目
塾
〉

臨
。
プ
ω
①
子
。
。
替
既
。
・
も
・
臥
2
島
ω
①
け
蓉
）
。
そ
れ
故
、
「
自
己
意
識
」
は
「
自
己
定
立
」
で
あ
る
と
。

　
そ
の
よ
う
に
し
て
「
自
己
意
識
」
が
「
自
己
定
立
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
吾
々
は
「
自
己
定
立
」
の
意
昧
を
一
層
的
確
に
規

定
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
「
自
己
定
立
」
と
は
、
「
自
己
意
識
」
と
い
う
仕
方
で
「
我
が
そ
れ
自
身
を
有
る
と
し
て
定
立
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
が
「
我
は
有
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
そ
れ
自
身
を
有
る
と
し
て
定
立
す
る
」
と
は
、
我
が
諸
々
の
「
物
」
す
な
わ
ち

「
有
る
も
の
」
の
中
に
そ
れ
自
身
を
一
つ
の
「
有
る
も
の
」
と
し
て
定
立
す
る
こ
と
、
で
は
勿
論
な
い
。
そ
れ
は
、
「
我
」
が
、
「
そ
れ
自

　
　
ヘ
　
　
へ

身
を
有
る
と
し
て
定
立
す
る
し
（
節
日
。
。
色
げ
。
。
汁
巴
。
・
ち
・
①
凶
手
伽
も
。
①
晋
窪
）
と
い
う
仕
方
で
、
す
な
わ
ち
「
自
己
意
識
」
（
血
管
ω
ま
①
七
重
禦
－
ω
①
貯
）

と
い
う
仕
方
で
、
一
切
の
「
有
る
も
の
」
を
「
有
る
も
の
」
で
有
ら
し
め
る
「
有
る
も
の
の
有
」
（
G
り
⑦
晒
φ
　
伍
O
ω
　
ω
①
一
①
謬
伽
Φ
嵩
）
と
い
う
意
味

　
　
　
ヘ
　
　
へ

で
の
「
有
る
」
（
。
。
Φ
一
①
p
α
）
一
般
を
根
源
的
に
成
立
せ
し
め
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
「
有
る
」
一
般
は
「
自
己
意
識
」

に
診
て
初
め
て
「
定
立
」
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
う
一
度
書
い
換
え
れ
ば
、
「
有
る
」
一
般
は
何
処
か
に
漢
然
と
膚
る
の
で
は
な
く
、
《
∪
9
。
。
。

H
o
げ
一
。
。
け
｛
斑
晶
ω
H
。
げ
》
に
於
て
根
源
的
に
開
か
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
「
自
己
定
立
」
が
「
有
る
」
一
般
の
根
源
的
定



　
　
立
で
あ
り
、
「
自
己
定
立
」
に
「
我
の
有
（
本
質
）
」
が
存
す
る
が
故
に
、
「
我
」
は
一
切
の
「
有
る
も
の
」
の
「
第
一
の
根
拠
」
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
　
「
絶
対
的
主
体
」
（
醤
の
。
ζ
①
ω
G
Q
夢
噺
①
聾
）
で
有
り
得
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
併
し
、
「
自
己
定
立
」
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
果
し
て
フ
ィ
ヒ
テ
の
所
説
に
合
致
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
彼
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
、
す
な
わ
ち
「
我
は
そ
れ
等
身
を
定
立
す
る
、
そ
し
て
我
は
、
そ
れ
自
身
に
依
る
こ
の
単
な
る
定
立
に
拠
っ
て

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
有
る
、
そ
し
て
面
谷
に
、
我
は
有
り
、
そ
し
て
我
は
、
そ
の
単
な
る
有
に
拠
っ
て
そ
の
蒋
を
定
立
す
る
一
罪
は
行
為
す
る
者
で
あ
る
と

　
　
二
時
に
そ
の
行
為
の
所
産
で
あ
り
、
働
く
者
で
あ
る
と
と
も
に
そ
の
働
き
に
依
っ
て
産
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
行
為
と
所
為
と
は
一
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
　
し
て
ま
さ
に
同
じ
で
あ
る
、
従
っ
て
、
我
有
り
と
い
う
こ
と
は
、
謙
る
一
つ
の
事
行
の
乱
心
で
あ
る
」
と
。
こ
こ
で
は
「
我
の
自
己
定
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
た
ら
き

　
　
擁
我
の
有
」
は
、
語
る
一
つ
の
「
行
為
」
f
す
な
わ
ち
そ
の
「
行
為
」
に
於
て
は
「
行
為
者
」
た
る
「
我
」
が
同
時
に
「
そ
の
行
為
の

　
　
所
産
」
で
あ
り
、
「
行
為
」
と
そ
の
結
果
た
る
「
所
為
」
と
が
「
同
一
」
で
あ
る
如
き
「
事
行
」
ー
ー
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
然
る

　
　
に
、
「
行
為
の
所
産
」
（
℃
H
o
臼
外
縁
興
譲
釜
山
ご
コ
堕
創
恥
P
宅
舘
餌
導
。
げ
象
0
6
餅
鋤
α
q
犀
Φ
冨
無
二
。
薦
聾
謎
。
簿
三
帰
伽
）
と
い
う
語
に
依
っ

　
　
て
示
さ
れ
て
い
る
如
く
、
「
行
為
」
は
一
般
に
「
産
繊
」
（
牢
・
昏
國
a
。
p
出
碧
く
g
導
一
茜
§
ぴ
q
）
と
し
て
理
解
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
、

　
　
「
事
行
」
は
い
わ
ば
「
自
己
産
出
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
「
我
の
自
己
定
立
」
と
い
う
霞
磐
。
り
器
欝
儀
⑦
臣
p
。
T
o
纂
鉱
。
σ
q
宙
。
げ
な

　
　
事
態
を
、
そ
の
「
行
為
者
」
と
「
そ
の
行
為
の
所
産
」
と
か
ら
両
者
の
「
同
こ
と
し
て
捉
え
る
い
わ
ば
。
忌
。
。
。
｝
璽
鷲
◎
警
窪
く
な
理
解

　
　
で
あ
り
、
そ
う
い
う
理
解
に
依
っ
て
は
「
自
己
定
立
」
の
超
越
論
的
性
格
は
「
同
一
」
と
い
う
大
ま
か
な
特
色
づ
け
の
蔭
に
覆
蔽
さ
れ
て

　
　
し
ま
う
。
勿
論
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
「
自
己
意
識
」
を
「
白
鼠
定
立
」
と
解
し
「
自
己
定
立
」
を
「
事
行
」
す
な
わ
ち
「
我
の
第
一
の
根
源
的

　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
　
行
為
」
と
し
て
捉
え
る
こ
の
よ
う
な
理
解
に
依
っ
て
、
カ
ン
ト
が
既
に
「
統
覚
の
根
源
的
綜
合
統
一
」
す
な
わ
ち
「
自
己
意
識
の
超
越
論

　
　
　
　
（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
　
的
統
一
し
の
内
に
認
め
て
い
た
「
自
発
性
の
或
る
作
用
」
（
①
汐
蝕
§
。
・
島
巽
ω
℃
。
曄
§
Φ
｝
棄
）
を
「
道
徳
法
躍
己
に
於
け
る
「
実
践
理
性

　
　
　
　
（
2
2
）

　
　
の
自
律
」
（
諺
三
§
。
邑
①
酒
興
鼠
昌
窪
鷲
p
。
ぎ
ω
寒
雲
く
①
諺
仁
藁
）
に
帰
趨
せ
し
め
、
カ
ン
ト
が
「
極
め
て
相
異
な
る
課
題
」
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
第
一
批
判
と
第
二
批
判
と
に
分
属
せ
し
め
て
い
た
理
性
批
判
の
「
二
つ
の
課
題
」
一
す
な
わ
ち
「
一
方
に
於
て
純
粋
理
性
は
如
何
に
し

脚　
　
　
　
　
　
知
識
学
の
本
質
と
そ
の
内
的
動
性
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
四
蒼
七
十
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

50　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

6
　
て
諸
々
の
客
体
を
ア
プ
リ
オ
リ
に
認
識
し
得
る
か
、
と
建
方
に
於
て
純
粋
理
性
は
如
何
に
し
て
直
接
に
意
志
一
す
な
わ
ち
諸
々
の
客
体
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
　
現
実
性
に
関
す
る
理
性
的
存
在
者
の
原
因
性
1
の
規
定
根
拠
で
あ
り
得
る
か
」
と
い
う
課
題
一
を
統
一
的
に
解
決
せ
ん
と
企
て
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
　
る
。
そ
し
て
ま
さ
し
く
そ
の
よ
う
な
解
決
の
試
み
の
内
で
、
カ
ン
ト
の
「
或
る
一
つ
の
超
越
論
的
主
体
1
1
X
」
（
①
六
野
二
手
N
Φ
嵩
岱
①
二
巴
①
ω

　
　
ω
¢
ぴ
翠
霞
何
×
）
と
し
て
の
「
我
」
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
「
絶
対
的
主
体
と
し
て
の
我
」
す
な
わ
ち
「
絶
対
我
」
に
、
転
化
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
併
し
、
そ
の
よ
う
な
「
自
己
定
立
し
の
行
為
的
解
釈
が
、
反
葡
に
於
て
「
自
己
定
立
」
が
「
自
己
意
識
」
で
あ
り
「
自
己
意
識
」
と
し
て

　
　
「
有
る
」
】
般
の
帰
定
の
仕
方
で
の
露
呈
で
あ
る
こ
と
を
、
晃
失
わ
し
め
る
危
険
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
は
、
争
い
難
い
。
（
そ
の
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
　
フ
ィ
ヒ
テ
は
す
ぐ
次
の
時
期
に
於
て
は
「
事
行
」
よ
り
は
寧
ろ
「
知
的
直
観
」
と
い
う
特
色
づ
け
を
選
ぶ
の
で
あ
ろ
う
。
）
「
自
己
定
立
」

　
　
を
「
我
の
第
一
の
根
源
的
行
為
織
と
し
て
把
握
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
場
合
の
「
我
の
第
一
の
根
源
的
行
為
」
が
「
行
為
者
」
と
「
そ
の

　
　
行
為
の
所
産
」
と
か
ら
理
解
さ
れ
て
い
る
に
留
ま
る
な
ら
ば
、
そ
う
い
う
理
解
の
仕
方
で
は
「
我
の
第
一
の
根
源
的
行
為
」
す
な
わ
ち

　
　
「
事
行
」
の
本
質
一
飯
っ
て
亦
「
行
為
」
　
一
般
の
本
質
一
す
ら
晃
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
「
行
為
」
の
本
質
、
更
に
亦
「
事
行
」
の
本

　
　
質
を
究
明
す
る
た
め
に
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
に
於
て
も
門
行
為
」
が
賠
黙
の
裡
に
既
に
そ
れ
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
《
℃
機
。
岱
巳
肉
識
。
夢
野
①
撃

　
　
く
O
酎
－
げ
H
ぎ
σ
q
§
α
脅
》
　
が
、
単
に
「
産
出
作
用
」
と
か
「
生
産
作
用
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
に
留
ま
ら
ず
、
「
有
る
も
の
」
す
な
わ
ち
「
産
出

　
　
さ
れ
る
も
の
」
の
「
本
質
」
の
露
里
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
、
必
要
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
「
自
己
定
立
」
に
関
す
る
フ
ィ
ヒ
テ
の

　
　
理
解
と
吾
々
の
解
釈
と
の
欄
違
は
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
我
は
端
的
に
有
る
」
（
困
。
浴
び
ヨ
。
。
o
窪
①
畠
蔚
ぢ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
に
於
て
は
「
我
は
端
的
に
有
る
」
で
あ
り
、
そ
の
事
態
は
「
我
」
か
ら
把
握
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
事
態
は
、
吾
々
の
解
釈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ

　
　
で
は
、
「
我
は
端
的
に
有
る
」
で
あ
り
、
フ
ィ
ヒ
テ
的
な
理
解
を
も
含
め
て
そ
の
事
態
全
体
が
「
有
る
し
と
い
う
こ
と
の
一
定
の
仕
方
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
　
一
す
な
わ
ち
「
自
己
意
識
」
と
し
て
の
「
我
」
に
制
約
さ
れ
た
限
り
で
の
i
「
開
示
」
と
し
て
目
撃
さ
れ
て
い
る
。
然
る
に
、
「
我
は

　
　
端
的
に
有
る
」
と
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
書
う
如
く
、
《
H
）
帥
ω
　
囲
O
ぴ
　
一
の
汁
　
｛
傭
H
　
飢
p
爵
①
　
H
O
M
ρ
》
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
我
は
我
に
と
っ
て
〈
現
れ
て
〉

　
　
有
る
」
と
し
て
は
「
自
己
意
識
」
で
あ
り
、
そ
う
い
う
「
自
己
意
識
」
と
し
て
「
我
が
有
る
」
こ
と
は
「
我
は
我
の
た
め
に
有
る
」
こ
と



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
で
あ
り
、
そ
う
い
う
有
り
方
と
し
て
は
「
自
己
定
立
し
で
あ
り
「
我
の
根
源
的
行
為
」
（
σ
q
③
隅
一
く
器
。
ぼ
の
。
暴
く
窃
㊦
酔
。
。
g
げ
冨
。
江
く
器
）
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
あ
る
。
《
囲
）
躰
ω
　
H
O
一
P
　
鴎
の
梓
　
｛
熔
吋
　
鳥
溝
ω
　
H
O
び
》
は
、
そ
う
い
う
理
解
を
も
含
め
て
、
吾
々
の
解
釈
の
内
で
は
、
「
我
は
我
に
と
っ
て
〈
現
れ
て
〉

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

　
　
有
る
」
と
し
て
、
す
な
わ
ち
「
我
に
と
っ
て
u
我
の
た
め
に
」
と
い
う
こ
と
に
綱
約
さ
れ
た
隈
り
で
の
「
有
の
現
前
」
と
し
て
、
つ
ま
り

　
　
「
有
」
の
潟
？
唱
感
。
。
§
N
と
し
て
注
園
さ
れ
て
い
る
。
併
し
、
問
題
は
、
そ
う
い
う
着
眼
に
導
か
れ
た
解
釈
が
何
処
ま
で
貫
徹
さ
れ
得
る

　
　
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
今
一
度
、
初
め
の
方
式
に
帰
ろ
う
。
「
我
は
端
的
に
有
る
、
す
な
わ
ち
、
我
は
、
我
が
有
る
が
故
に
端
的
に
有
り
、
且
我
が
そ
れ
で
有

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
端
的
に
有
り
、
而
も
そ
の
両
方
が
我
に
と
っ
て
〈
現
れ
て
有
る
〉
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
　
　
「
我
は
端
的
に
有
る
」
。
「
端
的
に
」
（
ω
O
げ
一
③
O
び
旧
び
一
降
）
と
は
「
そ
れ
以
上
の
一
切
の
根
拠
無
し
に
」
（
○
ぎ
①
臣
窪
≦
⑦
卿
短
躯
O
同
期
a
）

　
　
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
「
我
有
り
」
を
更
に
根
拠
づ
け
る
如
何
な
る
根
拠
も
無
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
と
も
に
、
「
我
有
り
」
が
一
切

　
　
の
根
拠
で
あ
り
且
そ
れ
自
身
を
根
拠
と
し
て
定
立
す
る
根
拠
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
自
身
を
根
拠
づ
け
る
根
拠
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
「
我
有
り
」
の
端
的
な
る
有
り
方
は
、
「
す
な
わ
ち
」
と
し
て
、
そ
れ
以
下
に
於
て
「
我
は
、
我
が
有
る
が
故
に
端
的
に
有
り
」
（
そ
れ
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
身
の
O
践
－
器
ぽ
の
根
拠
す
な
わ
ち
自
由
）
、
「
我
は
、
我
が
そ
れ
で
有
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
端
的
に
有
り
」
（
そ
れ
自
身
の
≦
器
・
ω
魚
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
の
根
拠
す
な
お
ち
自
在
）
、
「
そ
の
両
方
が
我
に
と
っ
て
〈
現
れ
て
有
る
〉
」
（
そ
れ
自
身
の
難
場
聞
あ
Φ
汐
の
根
拠
す
な
わ
ち
自
己
意
識
）

　
　
と
い
う
三
重
の
有
り
方
に
展
開
さ
れ
、
且
第
一
、
第
二
の
有
り
方
が
第
三
の
そ
れ
に
於
て
統
一
さ
れ
る
と
い
う
構
造
を
、
示
し
て
い
る
。

　
　
す
な
わ
ち
、
「
自
由
」
も
「
自
在
」
も
「
自
己
意
識
」
な
し
に
は
各
々
そ
れ
自
身
と
し
て
成
立
し
得
な
い
と
と
も
に
両
方
が
統
一
さ
れ
る

　
　
こ
と
も
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
、
語
ら
れ
て
い
る
。
併
し
、
「
我
は
端
的
に
有
る
」
は
、
何
故
に
、
　
こ
の
よ
う
な
三
重
の
有
り
方
に
展
開

　
　
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
両
者
は
「
す
な
わ
ち
」
（
幽
●
ご
に
依
っ
て
上
下
二
段
に
分
た
れ
て
い
る
。
こ
の
「
す
な
わ
ち
」
は
、
上
段
に
亡
い
現
さ
れ
て
い
る
事
態

　
　
と
下
段
の
そ
れ
と
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
、
雷
っ
て
い
る
。
こ
の
「
す
な
わ
ち
」
に
依
っ
て
導
出
さ
れ
た
下
段
の
事
態
は
、
上
段
の
そ
れ

516　
　
　
　
　
　
知
識
学
の
本
質
と
そ
の
内
的
動
性
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



652

　
　
　
哲
学
研
究
第
四
否
七
十
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
王
○

の
反
省
的
現
前
菊
Φ
も
益
ω
窪
N
で
あ
り
、
「
、
す
な
わ
ち
」
は
一
種
の
「
反
省
作
用
」
（
ヵ
①
鵠
①
×
δ
ご
）
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
下
段

の
三
重
の
有
り
方
の
内
で
は
「
我
」
も
「
有
る
」
も
夫
々
の
仕
方
で
重
複
的
一
反
省
的
に
言
い
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
明
ら
か
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
「
反
省
作
用
」
は
何
処
に
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
の
フ
ィ
ヒ
テ
の
思
惟
の
内
に
で
あ
ろ
う
か
。
髄

か
に
。
併
し
、
こ
の
場
合
の
フ
ィ
ヒ
テ
の
思
惟
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
「
我
は
端
的
に
有
る
」
の
内
に
そ
れ
を
反
省
す
る
と
い
う
仕
方
で
属

し
て
い
る
思
惟
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
こ
の
「
反
省
作
用
」
は
「
我
は
端
的
に
有
る
」
に
対
し
て
そ
の
外
か
ら
加
え
ら
れ
た
作
用
で

は
あ
り
得
ず
、
「
我
は
端
的
に
有
る
」
は
そ
れ
自
身
の
内
に
既
に
そ
れ
自
身
の
「
反
省
作
用
」
を
含
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
も
し

そ
う
で
な
い
と
す
れ
ば
、
「
我
は
端
的
に
有
る
」
は
こ
の
作
用
の
単
に
外
的
な
る
対
象
に
す
ぎ
な
く
な
り
、
「
我
は
端
的
に
有
る
」
の
で
は

な
く
な
る
。
）
「
我
は
端
的
に
有
る
」
の
内
に
既
に
含
蓄
さ
れ
て
い
る
こ
の
「
反
省
作
用
」
は
、
他
な
ら
ぬ
そ
の
「
反
省
作
用
」
の
顕
現
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

於
て
、
す
な
わ
ち
下
段
の
事
態
の
内
で
、
「
我
に
と
っ
て
」
と
し
て
、
す
な
わ
ち
「
自
己
意
識
」
と
し
て
現
れ
て
来
る
。
こ
の
「
自
己
意

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

識
」
す
な
わ
ち
「
我
に
と
っ
て
」
と
い
う
「
我
」
の
本
質
的
有
り
方
は
、
「
我
」
の
遂
行
す
る
一
切
の
「
反
省
作
用
」
の
根
源
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

い
わ
ば
「
根
源
的
反
省
作
用
」
で
あ
り
、
こ
の
「
根
源
的
反
省
作
用
」
に
於
て
の
み
「
我
は
端
的
に
有
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
そ
し
て
亦

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

そ
う
い
う
仕
方
で
「
我
」
と
「
有
る
」
と
が
筒
時
に
、
現
れ
て
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
そ
の
よ
う
に
し
て
、
「
す
な
わ
ち
」
以
下
の
「
我
」
の
三
重
の
有
り
方
は
、
「
我
は
端
的
に
有
る
」
の
反
省
的
現
前
菌
Φ
℃
感
ω
①
欝
で
あ

る
。
併
し
、
「
我
は
端
的
に
有
る
」
が
、
そ
の
内
に
含
ま
れ
て
い
る
「
根
源
的
反
省
作
用
」
に
依
っ
て
、
そ
れ
自
身
を
お
－
鷲
舘
Φ
馨
δ
器
画

す
る
場
合
、
何
故
に
そ
れ
が
上
記
の
如
き
三
重
性
に
於
て
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
次
の
如
く
に
書
い
て
い
る
、
す
な

わ
ち
「
第
一
根
本
的
命
題
の
絶
景
我
は
如
何
な
る
或
る
も
の
で
も
な
い
（
そ
れ
は
如
何
な
る
述
語
を
も
も
た
ず
又
も
ち
得
な
い
）
、
そ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

そ
れ
が
有
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
端
的
に
有
り
、
そ
れ
が
侮
で
有
る
か
は
そ
れ
以
上
解
明
さ
れ
な
い
」
と
。
こ
の
言
葉
か
ら
吾
々
は
三
重
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

有
り
方
の
聯
関
を
取
り
出
す
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
絶
対
我
」
は
「
絶
対
的
主
体
」
で
あ
る
が
故
に
、
「
如
何
な
る
も

の
で
も
無
い
」
（
⇔
一
〇
ず
け
　
Φ
け
ミ
鎚
ω
）
と
い
う
仕
方
で
「
有
」
る
。
す
な
わ
ち
食
。
ゲ
び
冨
の
。
匿
Φ
o
馨
ぽ
長
。
亀
」
o
び
げ
ぎ
。
・
〇
三
〇
〇
馨
響
動
奢
①
凱



653

凶
。
7
び
げ
》
で
あ
り
、
そ
の
次
に
「
如
何
な
る
述
語
」
も
来
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
「
如
何
な
る
煙
る
も
の
で
も
無
い
」
と
い
う
意
味
に
於

て
「
我
は
無
で
あ
る
」
（
H
O
げ
　
び
一
日
：
・
魁
・
　
財
。
　
伽
鈴
Q
陰
　
囲
O
び
　
　
一
〇
⇔
け
　
2
一
〇
ぴ
仲
Q
o
）
。
併
し
、
そ
の
こ
と
は
同
時
に
、
積
極
的
に
は
、
《
H
o
げ
げ
葺
ω
o
甑
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

。
江
ぽ
鍔
○
鮮
H
o
プ
ぴ
貯
H
o
欝
。
篇
」
o
び
ぼ
ゆ
ω
o
竃
Φ
o
ぽ
げ
ぎ
”
≦
器
同
。
ゲ
げ
冒
》
で
あ
り
、
「
絶
対
我
」
は
「
絶
対
的
主
体
」
と
し
て
「
，
一
切
」

の
「
疑
る
も
の
」
を
「
我
の
述
語
」
と
し
て
も
ち
得
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
於
て
は
「
我
は
一
切
で
あ
る
」
（
匙
⇔
Q
摩
　
H
O
び
　
一
の
叶
諺
一
一
Φ
q
臣
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

そ
れ
故
、
「
我
は
一
切
に
し
て
無
で
あ
る
」
（
U
p
。
⑳
H
9
翼
》
＝
①
9
§
伽
♂
け
蜜
。
露
ω
）
と
書
わ
れ
る
。
而
も
、
既
に
語
ら
れ
た
如
く
、

《
困
）
餌
ω
　
一
〇
ゲ
　
記
し
。
け
　
｛
儲
塊
　
仙
鎖
ω
　
一
〇
｝
観
》
で
あ
り
、
上
の
「
両
方
の
〈
有
り
方
〉
が
我
に
と
っ
て
〈
現
わ
れ
て
有
る
〉
」
（
ぴ
①
嵐
の
。
。
隔
貯
価
塁
H
畠
）
。

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
、
す
な
わ
ち
「
絶
対
我
」
の
内
に
、
当
然
次
の
よ
う
な
「
働
き
」
が
一
下
も
「
自
己
意
識
」
に
貫
通

さ
れ
た
「
働
き
」
と
し
て
「
行
為
」
が
i
起
き
る
。
そ
の
「
行
為
」
は
、
《
H
o
げ
げ
ぎ
・
》
の
内
に
一
す
な
わ
ち
「
如
何
な
る
①
薯
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

で
も
無
い
」
と
し
て
一
切
の
①
署
器
を
絶
す
る
「
我
有
り
…
」
の
内
に
一
、
「
一
切
の
Φ
箸
霧
」
を
我
の
述
語
と
し
て
「
定
立
し
し
…

す
な
わ
ち
い
わ
ば
《
H
o
げ
び
空
電
v
ダ
。
”
・
：
》
1
…
、
そ
の
「
定
立
」
の
究
尽
的
完
成
に
於
て
一
切
の
簿
妻
霧
へ
の
関
係
か
ら
「
我
自
身
」

を
「
解
き
放
す
」
（
ω
貯
ぴ
鶯
げ
－
ω
o
τ
貯
器
P
。
。
器
げ
一
〇
。
。
占
α
ω
Φ
口
）
と
い
う
仕
方
で
「
我
の
名
霧
」
を
「
定
立
」
し
一
す
な
わ
ち
《
H
畠
び
ぎ

H
o
げ
》
一
－
1
、
か
く
し
て
「
我
」
が
本
来
の
「
絶
対
我
」
に
帰
り
一
《
H
O
げ
び
一
口
聾
囲
O
げ
び
凶
肛
囲
O
び
》
、
本
来
の
「
絶
対
我
」
と
し
て
「
有
」
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
と
を
絶
対
的
に
「
自
已
確
証
」
1
一
す
な
は
ち
《
一
り
Φ
一
八
O
ω
　
｛
自
同
　
儀
螢
ω
　
H
O
げ
》
1
せ
ん
と
す
る
「
行
為
」
で
あ
る
。
こ
の
「
行
為
」
が

「
我
の
自
己
定
立
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
我
有
り
」
で
あ
る
。
而
も
、
そ
れ
は
「
我
は
我
の
た
め
に
有
る
H
我
は
我
に
と
っ
て
〈
現
わ
れ

て
〉
有
る
」
（
囲
）
P
ω
H
O
げ
　
陣
ω
吋
　
｛
μ
猟
　
飾
弾
の
　
H
O
プ
）
で
あ
り
、
そ
こ
に
吾
々
は
「
道
徳
的
行
為
」
と
そ
れ
に
固
有
な
「
確
実
性
」
錘
「
良
心
し
と
の

原
型
を
既
に
見
出
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
行
為
」
す
な
わ
ち
「
自
己
定
立
」
の
対
自
的
実
現
一
そ
の
こ
と
自
勇
が
今
述
べ
ら
れ
た

意
味
で
の
《
H
）
効
ω
　
H
O
扁
戸
　
H
◎
陰
紳
　
出
傭
同
　
恥
9
ω
　
目
O
げ
》
の
内
に
予
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
一
の
「
叙
述
」
が
「
全
知
識
学
の
基
礎
」
に
他

な
ら
な
い
。

知
識
学
の
本
質
と
そ
の
内
的
動
性
（
二
）

瓢
二
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一
一
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

　
「
第
二
根
本
命
題
」
は
次
の
よ
う
に
変
わ
れ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
「
我
に
非
我
が
端
的
に
対
立
〈
反
定
立
〉
さ
れ
る
」
（
U
Φ
ヨ
H
。
財
≦
騨
山

Φ
ぎ
窯
8
窪
函
。
ゲ
ω
〇
三
Φ
o
ゲ
聾
一
群
Φ
馨
σ
q
①
路
上
α
q
o
ω
簿
§
）
と
。
こ
こ
で
は
「
根
源
的
反
定
立
」
が
「
我
に
対
す
る
非
我
の
反
定
立
」
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
た
ら
き

言
い
現
さ
れ
て
い
る
。
「
我
」
に
対
し
て
「
非
我
」
を
「
反
定
立
」
す
る
「
行
為
」
は
、
「
非
我
」
に
属
す
る
働
き
で
は
な
く
し
て
、
「
我
」

の
為
す
行
為
で
あ
る
。
併
し
、
「
非
我
を
反
定
立
す
る
」
と
い
う
「
行
為
」
は
、
「
我
の
自
己
定
立
」
に
対
し
て
の
み
「
反
定
立
」
で
あ
り

得
る
と
い
う
意
味
に
於
て
は
、
す
な
わ
ち
そ
の
行
為
の
「
実
質
」
（
○
Φ
丁
巴
酢
）
に
関
し
て
は
、
「
我
の
自
己
定
立
」
を
前
提
し
そ
れ
に
「
剃
約
」

さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
「
自
己
定
立
に
対
し
て
ま
さ
に
そ
の
反
対
行
為
が
為
さ
れ
る
」
と
い
う
そ
の
行
為
の
「
形
式
」
（
閃
。
同
琶
）

に
関
し
て
は
、
「
我
の
自
己
定
立
」
か
ら
は
導
畠
さ
れ
得
な
い
「
非
制
約
的
」
行
為
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
そ
れ
は
「
端
的
」
な
る
「
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

定
立
」
で
あ
る
。
そ
の
「
端
的
」
な
る
「
反
定
立
“
対
立
」
（
藁
葺
σ
q
①
σ
q
①
づ
器
欝
①
⇔
）
の
「
所
産
」
（
℃
壇
。
匹
巳
ハ
け
）
が
「
非
我
」
で
あ
り
「
対

（
3
1
）

象
」
　
（
○
⑦
σ
q
Φ
霧
雪
譜
9
芝
鶯
費
δ
幽
。
擁
O
o
α
q
Φ
⇔
ω
8
ぴ
窪
侮
⑦
の
）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
考
え
で
は
、
「
対
象
」
一
般
の
対
象
性
、

も
し
く
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
、
「
客
体
」
一
般
の
客
体
性
は
、
我
の
「
反
対
部
分
」
（
○
Φ
σ
q
Φ
纂
Φ
鵠
）
と
し
て
の
「
非
我
」
の
内
に
兇
出
さ

れ
、
「
我
」
が
そ
れ
自
身
に
対
し
て
「
非
我
」
を
端
的
に
「
対
立
暮
せ
し
め
る
と
い
う
「
根
源
的
反
定
立
」
に
、
基
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
に
於
て
「
第
二
根
本
命
題
」
は
「
対
象
」
の
対
象
盤
の
根
源
的
成
立
を
言
い
現
し
て
い
る
。
併
し
、
一
体
衡
故
に
、
「
我
」
は
か

か
る
「
反
定
立
」
を
為
さ
ざ
る
を
得
な
い
か
は
、
そ
れ
が
「
我
の
有
〈
本
質
〉
」
た
る
「
自
己
定
立
」
か
ら
導
出
さ
れ
な
い
が
故
に
、
闇
に

包
ま
れ
て
い
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
だ
け
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
「
客
体
は
ア
プ
リ
オ
リ
に
窟
る
の
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

な
い
、
そ
れ
は
知
識
学
に
と
っ
て
経
験
の
内
で
初
め
て
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
。
要
す
る
に
、
「
我
は
対
象
（
対
立
し
つ
つ
反
定
立
さ

　
　
　
　
　
　
、
、
・
　
　
　
　
（
3
3
）

れ
た
非
我
）
を
端
的
に
定
立
す
る
」
。
併
し
、
何
故
に
、
「
端
的
に
」
で
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

　
「
第
三
根
本
命
題
」
は
次
の
よ
う
に
書
わ
れ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
「
我
は
我
の
内
に
可
分
的
我
に
可
分
的
非
我
を
対
立
せ
し
め
る
」
（
H
畠

器
欝
①
一
ヨ
H
o
ゲ
伽
①
諺
8
臨
ぴ
費
Φ
蹴
H
曾
①
ぎ
ひ
Φ
濯
げ
錠
①
ω
2
圃
。
｝
国
掌
H
o
ゲ
①
馨
σ
q
①
α
q
讐
）
と
。
こ
の
命
題
は
、
相
対
立
す
る
「
我
」
と
「
非
我
」



　
　
　
　
　
（
3
5
）

と
を
、
「
可
分
性
」
（
↓
①
鵠
げ
鋤
葺
簿
）
と
い
う
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
各
々
を
「
可
分
的
」
と
し
て
定
立
し
、
「
綜
合
“
合
定

立
」
す
る
行
為
を
、
言
い
現
し
て
い
る
。
こ
の
行
為
が
、
既
述
の
禦
ぐ
、
一
般
に
「
罷
る
も
の
を
知
る
こ
と
」
（
①
箸
器
三
ω
ω
窪
）
と
し

て
の
「
知
識
」
の
本
質
で
あ
り
、
従
っ
て
以
下
に
続
く
「
知
識
学
の
叙
述
」
は
、
こ
の
「
我
〈
主
体
〉
と
非
我
〈
客
体
〉
と
の
綜
合
」
を
、

そ
の
内
に
含
ま
れ
て
い
る
諸
々
の
「
対
立
」
と
そ
れ
ら
の
「
綜
合
」
と
を
「
反
省
作
用
」
を
通
じ
て
一
歩
一
歩
露
呈
し
究
尽
す
る
こ
と
に

依
っ
て
、
「
我
の
根
源
的
自
己
定
立
」
に
帰
着
せ
し
め
る
こ
と
を
、
課
題
と
す
る
。
要
す
る
に
、
「
第
三
根
本
命
題
」
は
、
「
怒
る
も
の
を
知

る
こ
と
」
と
し
て
の
「
知
識
」
一
般
の
本
質
を
「
我
と
非
我
と
の
根
本
綜
合
」
と
し
て
、
す
な
わ
ち
「
主
体
i
客
体
f
関
係
」
と
し
て
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

解
す
る
。
併
し
、
一
体
如
何
に
し
て
「
不
可
分
的
」
（
蔦
質
粋
①
昌
ぴ
Q
村
）
な
る
「
絶
対
我
」
が
そ
れ
自
身
の
内
に
「
可
分
的
我
」
と
「
可
分
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

非
我
」
と
を
定
立
し
、
従
っ
て
亦
そ
れ
自
身
の
内
に
「
絶
対
我
」
と
「
可
分
的
我
」
と
の
「
対
立
」
を
生
ず
る
か
は
、
明
ら
か
で
な
い
。

「
我
」
と
「
非
我
」
と
の
「
可
分
性
」
に
つ
い
て
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
「
そ
れ
は
端
的
に
可
能
で
あ
り
」
、
「
そ
の
可
能
惟
は
、
そ
れ
以
上
更
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

問
わ
れ
な
い
し
、
そ
の
根
拠
は
挙
げ
ら
れ
な
い
」
と
書
い
て
い
る
。

　
　
　
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
根
本
命
題
は
、
　
一
体
如
何
な
る
仕
方
で
内
的
に
聯
関
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
ず
「
非
我
の
反
定

　
　
立
」
と
「
我
と
非
我
と
の
可
分
姓
に
依
る
綜
合
」
と
に
つ
い
て
フ
ィ
ヒ
テ
は
次
の
よ
う
に
言
う
、
す
な
わ
ち
「
両
方
の
行
為
は
一
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

　
　
ま
さ
に
同
一
で
あ
り
、
た
だ
反
省
作
用
の
内
で
区
別
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
。
両
方
の
行
為
が
「
岡
じ
一
つ
の
行
為
」
で
あ
る
と
雷
わ

　
　
れ
る
の
は
、
「
我
に
対
す
る
非
我
の
反
定
立
」
は
、
同
時
に
「
我
と
非
我
と
の
可
分
性
に
依
る
綜
合
し
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
自
身
を
「
棄
却
」

　
　
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
り
、
逆
に
「
我
と
非
我
と
の
可
分
惟
に
依
る
綜
合
」
は
、
「
可
分
的
我
」
に
対
す
る
「
可
分
的
非
我
」
の
「
反
定

　
　
立
」
に
他
な
ら
な
い
、
か
ら
で
あ
る
。
両
者
が
「
反
省
作
用
の
内
で
区
甥
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
は
、
「
我
と
非
我
と
の
可
分
性
に
依
る

　
　
綜
合
」
が
、
「
非
我
の
反
定
立
」
の
内
に
含
ま
れ
て
い
る
「
対
立
」
と
そ
の
「
綜
合
」
と
を
「
反
省
作
用
」
に
依
っ
て
現
れ
し
め
る
と
い
う

　
　
仕
方
で
、
後
者
の
示
す
事
態
を
一
層
詳
細
に
限
定
し
た
命
題
に
他
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
「
第
二
根
本
命
、

556　
　
　
　
　
　
知
識
学
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本
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）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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6
題
」
と
「
第
三
根
本
命
題
臨
と
は
薫
じ
一
つ
の
次
元
に
属
し
て
お
り
、
そ
の
次
元
と
は
、
「
我
〈
主
体
〉
…
非
我
〈
客
体
〉
～
関
係
」
と
言

　
　
わ
れ
得
る
次
元
で
あ
り
、
前
者
は
主
と
し
て
「
我
〈
主
体
〉
」
と
　
、
非
我
〈
客
体
〉
」
を
、
後
者
は
主
と
し
て
そ
の
「
関
係
」
を
、
弱
い
現

　
　
し
て
い
る
。

　
　
　
そ
れ
に
対
し
て
、
「
第
一
根
本
命
題
漏
と
「
第
二
根
本
命
題
」
と
の
間
に
は
深
い
亀
裂
が
走
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
「
我
扁
の
「
有
」

　
　
の
内
に
い
わ
ば
断
層
が
入
り
、
そ
の
断
乎
に
由
る
地
盤
の
陥
没
・
沈
下
が
起
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
非
我
の
反
定
立
」
は
「
我
の
自
a

　
　
定
立
」
を
前
提
し
て
い
る
と
と
も
に
そ
れ
か
ら
は
導
出
さ
れ
得
な
い
行
為
で
あ
り
、
そ
の
「
反
定
立
」
は
岡
蒔
に
「
我
」
の
内
部
に
於
け

　
　
る
「
絶
対
我
」
と
「
可
分
的
我
」
と
の
対
立
の
生
起
で
あ
る
。
蒲
も
そ
れ
は
「
端
的
に
」
起
る
。
詳
言
す
れ
ば
、
「
第
一
根
本
命
題
」
に
於

　
　
て
は
「
我
」
は
「
絶
対
的
主
体
」
で
あ
る
。
然
る
に
、
「
第
二
根
本
命
題
偏
に
捨
て
は
「
我
」
は
突
如
と
し
て
「
非
我
し
と
の
．
「
対
立
関

　
　
係
」
の
内
に
滑
り
落
ち
る
。
併
し
、
後
者
は
前
者
を
前
提
し
て
の
み
そ
れ
へ
の
「
反
定
立
」
で
あ
り
得
る
が
故
に
、
「
画
し
は
そ
の
絶
対
性

　
　
を
全
く
失
っ
て
「
非
我
」
に
対
す
る
単
な
る
「
頼
対
我
」
に
転
落
し
て
し
ま
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ
に
「
非
我
の
反
定
立
」
を
介
し

　
　
て
「
絶
対
我
」
と
「
桐
対
我
」
と
の
「
対
立
」
が
「
我
」
自
身
の
内
部
に
起
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
そ
れ
に
対
し
て
は
何
物
も
対
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
嘆
。
）

　
　
せ
ず
「
対
立
」
一
般
が
不
可
能
な
る
如
き
「
絶
対
我
押
す
な
は
ち
そ
れ
に
対
し
て
は
「
非
我
は
端
的
に
無
で
あ
る
」
と
こ
ろ
の
「
絶
対
我
」

　
　
の
内
部
に
、
突
忽
と
し
て
行
手
と
眼
界
と
を
遮
る
蛾
峨
た
る
連
山
が
隆
起
し
た
如
き
観
が
あ
る
。
併
し
、
そ
れ
は
「
絶
対
我
」
に
と
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

　
　
は
「
上
る
下
降
」
（
Φ
言
麟
Φ
窮
ぴ
。
。
悉
σ
q
2
）
で
あ
り
、
い
わ
ば
片
足
を
「
非
我
」
と
の
「
相
対
関
係
」
（
因
Φ
㌶
江
O
雛
）
　
の
内
に
「
下
し
た
」

　
　
（
｝
μ
O
目
僧
一
∪
ω
Φ
件
N
①
P
）
こ
と
で
あ
る
。
一
体
何
故
に
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
「
端
的
砿
に
起
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
併
し
、
そ
の
闘
題
を
追
究
す

　
　
る
前
に
、
こ
の
「
下
降
」
か
ら
如
何
な
る
こ
と
が
続
い
て
起
る
か
・
を
、
簡
単
に
見
て
遣
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
そ
れ
は
、
一
睡
に
書
え
ば
、
「
絶
対
我
」
が
、
「
，
非
我
」
と
の
対
立
に
由
来
す
る
「
我
」
自
身
の
内
部
的
対
立
を
克
服
し
て
「
我
の
絶
対

　
　
　
　
（
4
2
）

　
的
同
一
性
漏
（
瓢
一
⑦
　
麟
ぴ
◎
謄
O
一
¢
稗
Φ
　
回
創
⑦
嵩
血
目
｛
似
挫
　
篇
⑦
ω
　
H
O
げ
）
に
回
帰
せ
ん
と
す
る
運
動
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
第
一
根
本
命
題
」
に
於
け
る
「
我

　
　
の
自
己
定
立
」
を
、
「
第
二
根
本
命
題
」
に
於
て
開
か
れ
た
「
非
我
」
と
の
「
対
立
関
係
」
の
圏
域
す
な
わ
ち
「
主
体
…
客
体
－
関
係
」



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
あ

　
　
と
い
う
「
相
対
関
係
」
（
勾
。
建
賦
。
コ
）
の
境
域
の
内
で
、
徹
底
的
に
「
貫
徹
」
（
餌
¢
器
瀕
①
欝
Φ
漏
し
、
そ
の
境
域
を
我
の
境
域
す
な
わ
ち

　
　
「
我
の
霞
己
定
立
」
の
実
現
と
す
る
こ
と
で
あ
り
「
知
識
学
」
全
体
は
そ
の
運
動
の
叙
述
に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
於
て
「
我
」
は
先
ず

　
　
第
一
に
、
「
非
我
」
と
の
「
対
立
関
係
」
の
内
部
を
自
ら
遍
歴
し
通
過
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
そ
の
圏
域
の
内
部
を
「
究
尽
」
し
、
そ
れ
を

　
　
「
非
我
に
限
定
さ
れ
た
限
り
で
の
我
の
自
己
定
立
」
と
し
て
自
覚
す
る
。
「
理
論
的
知
識
学
」
は
こ
の
遍
歴
の
遂
行
で
あ
り
、
そ
れ
に
依
っ

　
　
て
こ
の
「
食
指
閣
係
」
の
親
指
内
部
は
「
我
の
自
己
定
立
し
の
一
定
の
仕
方
で
の
実
現
と
な
る
。
併
し
、
　
「
根
対
関
係
」
と
い
う
圏
域
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

　
　
れ
自
身
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
こ
の
「
圏
域
」
（
ω
喜
貯
①
）
が
存
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
我
」
に
対
立
す
る
「
非
我
」
に
由
来
し
、
「
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
　
の
自
己
定
立
」
に
由
来
し
て
い
な
い
。
そ
こ
に
於
て
、
こ
の
「
湯
屋
そ
れ
自
身
」
を
「
我
の
自
己
定
立
」
に
依
存
せ
し
め
な
け
れ
ば
、
「
我
」

　
　
は
「
絶
対
我
」
と
「
網
結
我
」
と
い
う
そ
れ
自
身
の
「
封
立
」
を
克
服
し
て
「
我
の
絶
対
的
同
一
性
」
に
帰
来
し
得
な
い
。
そ
の
た
め
に

　
　
は
、
「
我
し
に
端
的
に
対
立
す
る
「
非
我
」
そ
れ
自
身
を
「
我
」
に
依
存
せ
し
め
る
端
的
な
る
行
為
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
が
「
実
践
的
行

　
　
為
」
で
あ
り
、
「
実
践
的
知
識
学
」
は
そ
の
根
本
構
造
の
究
明
で
あ
る
。
併
し
、
「
非
我
」
そ
れ
霞
身
を
完
全
に
「
我
」
に
依
存
せ
し
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
・
（
4
4
）

　
　
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
「
非
我
の
反
定
立
」
を
「
我
の
自
己
定
立
」
に
帰
着
せ
し
め
る
こ
と
は
、
「
神
性
と
い
う
不
可
思
量
的
理
念
」
（
象
⑦

　
　
億
p
恥
Φ
影
讐
醇
①
H
鳥
。
⑦
偽
角
の
○
け
仲
ゲ
簿
）
に
於
て
は
可
能
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
一
斑
そ
こ
で
は
最
初
か
ら
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

　
　
に
な
ら
ず
、
「
有
る
も
の
は
す
べ
て
、
我
の
定
立
す
る
も
の
」
（
≧
δ
も
。
”
≦
鶯
ω
鯨
號
器
§
①
ω
《
伽
・
挫
儀
霧
團
。
ぴ
》
）
で
あ
ろ
う
が
一
、
そ
れ

　
　
の
本
質
た
る
「
自
己
定
立
」
か
ら
「
非
我
の
反
定
立
」
が
導
出
さ
れ
得
な
い
と
こ
ろ
の
人
聞
的
「
我
」
に
と
っ
て
は
、
実
践
的
「
当
為
」

　
　
　
　
　
（
4
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

　
　
の
「
要
求
」
（
切
。
凱
Φ
旨
⇔
σ
q
曽
隊
。
簿
。
・
犀
㌶
Φ
σ
q
o
は
。
。
o
ゲ
霞
同
影
℃
霜
曇
ぞ
）
に
留
ま
り
、
そ
れ
に
向
っ
て
の
「
無
限
な
る
努
ヵ
」
（
①
言
爵
降
窪
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
｝
8
プ
霧
ω
霞
Φ
げ
③
口
）
が
成
立
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
か
ら
「
第
一
根
本
命
題
」
の
意
味
、
す
な
わ
ち
「
我
は
そ
れ
自
身
を
端
的
に
定
立
す

　
　
へ

　
　
る
と
い
う
命
題
の
意
味
」
も
、
次
の
如
く
に
解
明
さ
れ
る
、
す
な
わ
ち
「
そ
れ
は
、
現
実
的
意
識
の
内
に
与
え
ら
れ
て
い
る
我
に
つ
い
て

　
　
書
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
く
…
…
我
の
実
践
的
に
し
て
無
限
な
る
要
求
の
根
底
に
必
然
的
に
置
か
れ
ざ
る
を
得
な
い
我
の
理
念
に
つ
い

　
　
て
、
併
し
乍
ら
吾
々
の
意
識
に
と
っ
て
は
到
達
不
可
能
で
あ
り
従
っ
て
吾
々
の
意
識
の
内
に
は
決
し
て
直
接
的
に
は
現
れ
て
来
得
な
い

576　
　
　
　
　
　
知
識
学
の
本
質
と
そ
の
内
的
動
性
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊
五



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
四
百
七
十
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六

58　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

6　
　
〈
と
は
い
え
聞
接
的
に
は
哲
学
的
反
省
の
内
に
於
て
現
れ
て
来
得
る
〉
と
こ
ろ
の
我
の
理
念
に
つ
い
て
、
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
。

　
　
す
な
わ
ち
、
「
第
二
根
本
命
題
」
と
「
第
三
根
本
命
題
」
と
に
依
っ
て
開
か
れ
そ
れ
以
下
に
展
開
さ
れ
る
に
至
っ
た
「
我
」
と
「
非
我
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
と
の
「
二
軸
麗
係
」
（
甥
①
『
識
。
昌
）
の
次
元
か
ら
観
ら
れ
る
な
ら
ば
、
「
第
一
根
本
命
題
」
の
「
絶
対
我
」
は
、
そ
の
「
相
対
関
係
」
の
「
根

　
　
底
」
（
○
鍵
揖
鳥
）
に
し
て
「
理
念
」
（
H
伽
⑦
Φ
）
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
「
第
二
根
本
命
題
」
に
於
て
起
っ
た
「
我
」
内
部
の
分
裂
・
対
立
す
な

　
　
わ
ち
「
我
の
絶
対
的
寄
州
性
」
の
喪
失
す
な
わ
ち
「
我
」
と
「
非
我
」
と
の
「
絶
対
的
統
こ
（
山
一
Φ
　
節
ぴ
ω
○
一
一
け
①
国
一
ご
］
ρ
①
一
日
）
の
分
裂
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
と

　
　
そ
こ
か
ら
「
我
」
の
「
無
限
な
る
努
力
」
が
展
開
さ
れ
て
来
る
根
拠
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
「
無
限
な
る
努
力
」
に
依
っ
て
も
園
芸
さ

　
　
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
そ
れ
で
は
、
一
体
何
処
か
ら
こ
の
よ
う
な
帰
結
が
生
じ
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
最
早
富
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
「
第
二

　
　
根
本
命
題
」
に
於
て
「
非
我
が
端
的
に
対
立
さ
れ
た
」
か
ら
で
あ
る
。
併
し
、
一
体
何
故
に
、
「
我
」
は
「
我
」
に
「
非
我
」
を
「
端
的

　
　
に
」
ー
ー
す
な
わ
ち
「
そ
れ
以
上
の
如
何
な
る
根
拠
も
無
し
に
」
一
「
対
立
」
せ
し
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
の
で
あ
ら
う
か
。
「
知
識

　
　
学
」
の
立
場
と
構
成
と
の
理
解
は
、
今
の
場
合
、
結
局
は
こ
の
間
に
懸
っ
て
来
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
先
ず
フ
ィ
ヒ
テ
の
語
っ
て
い
る
こ
と

　
　
の
要
点
を
取
り
出
し
て
置
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

　
　
　
（
，
－
）
　
「
我
の
自
己
定
立
」
以
外
に
「
更
に
も
う
一
つ
の
定
立
」
（
8
0
げ
Φ
ぎ
ω
醇
器
旨
）
i
す
な
わ
ち
今
の
場
合
は
「
非
我
の
反
定
立
」

　
　
　
　
　
・
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
0
ヨ
）

　
　
i
「
が
有
る
砿
（
U
鶴
ゆ
の
。
。
Φ
ぎ
の
。
ざ
び
＄
ω
o
欝
讐
α
Q
o
げ
Φ
）
と
い
う
こ
と
は
、
「
音
心
識
の
事
実
」
（
o
ぎ
男
⇔
簿
踏
切
餌
①
の
し
d
Φ
≦
∬
窪
ω
⑦
一
ゆ
ω
）
に

　
　
依
る
以
外
に
は
、
明
示
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
何
人
も
「
各
自
の
経
験
」
（
ω
①
貯
①
臨
α
q
①
器
騨
豊
町
§
α
q
）
に
依
っ
て
確
か
め
得
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
と
で
あ
る
。
（
0
1
．
－
）
　
「
こ
の
よ
う
な
定
立
〈
す
な
は
ち
「
我
の
自
己
定
立
」
以
外
の
定
立
〉
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
定
立
が
反
定
立
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

　
　
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
依
っ
て
定
立
さ
れ
る
も
の
が
非
我
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
、
そ
の
こ
と
は
、
絶
対
的
且
端
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
　
　
　
　
　
　
　
　
（
駁
）

　
　
我
の
本
質
の
内
に
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
」
。
（
◎
－
．
－
）
、
「
神
性
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
内
に
於
て
は
我
の
単
な
る
定
立
に
依
っ
て
一
切
が
定
立

　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

　
　
さ
れ
る
如
き
意
識
」
（
国
導
黛
①
O
O
総
9
㊦
鮮
鳥
鳥
轡
讐
噌
O
ぼ
切
①
毒
掌
ゆ
飛
魚
詳
一
昌
譲
皿
O
ぴ
①
導
島
霞
O
ぴ
伽
霧
窪
O
ゆ
O
O
①
二
輪
諾
O
ぼ
篇
①
の
H
O
劉



　
　
鉱
δ
ω
σ
q
o
ω
簿
§
≦
鋒
①
倉
二
陣
馨
建
肘
毎
霧
底
角
ご
ご
。
σ
q
臨
ゑ
①
一
鐸
Φ
ω
。
・
○
ぽ
ぴ
⑦
謬
¢
雛
①
≦
鶴
聖
の
⑦
ぎ
の
蟷
コ
創
①
⇔
障
び
鍵
〉
）
　
に
と
っ
て
は
、
「
我
の
定

　
　
立
以
外
の
如
何
な
る
他
の
定
立
」
も
起
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
言
葉
か
ら
、
経
験
的
事
実
に
対
す
る
顧
慮
、
神
性
に
対
す
る
人
間

　
　
的
我
の
有
形
性
、
従
っ
て
亦
道
徳
的
実
践
を
究
極
と
す
る
立
場
等
々
の
こ
の
時
期
に
於
け
る
フ
ィ
ヒ
テ
の
思
想
の
特
色
が
伺
い
得
ら
れ
る

　
　
で
あ
ろ
う
。
併
し
、
そ
れ
ら
の
特
徴
は
、
今
吾
々
が
闘
題
に
し
て
い
る
事
柄
か
ら
の
帰
結
で
は
あ
り
得
て
も
、
そ
の
事
柄
を
理
解
す
る
た

　
　
め
の
根
拠
に
は
な
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
一
体
何
処
か
ら
吾
々
は
、
「
非
我
の
反
定
立
」
が
「
端
的
に
」
起
ら
ざ
る
を
得
な
い

　
　
と
い
う
こ
と
を
、
理
解
し
た
ら
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
の
三
つ
の
点
か
ら
知
ら
れ
得
る
フ
ィ
ヒ
テ
の
こ
の
事
柄
に
関
す
る
思
想
は
、
次

　
　
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
吾
々
の
「
経
験
」
す
な
わ
ち
「
意
識
の
事
実
」
す
な
わ
ち
吾
々
の
「
意
識
」
は
「
或
る

　
　
も
の
の
意
識
」
（
b
ご
①
≦
¢
律
ω
⑦
凄
く
。
⇔
魚
≦
霧
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
の
こ
と
の
内
に
は
「
我
の
自
己
定
立
」
に
依
っ
て
は
解
明
さ
れ

　
　
得
な
い
も
の
が
存
し
て
い
る
。
そ
の
解
萌
さ
れ
得
な
い
も
の
は
、
「
或
る
も
の
」
（
①
骨
≦
⇔
も
6
）
で
あ
る
。
こ
の
「
或
る
も
の
」
は
「
或
る
も
の

　
　
の
意
識
」
と
し
て
「
意
識
」
の
内
に
「
定
立
」
さ
れ
て
有
る
。
禰
も
そ
の
「
或
る
も
の
」
は
「
意
識
」
で
は
な
い
。
「
意
識
」
の
内
に
「
意

　
　
識
に
非
ら
ざ
る
譲
る
も
の
」
を
「
定
立
」
す
る
も
の
は
、
何
で
あ
る
か
。
も
し
そ
れ
が
吾
々
の
「
自
己
意
識
」
巨
「
自
己
定
立
」
で
あ
る
と

　
　
す
れ
ば
、
そ
の
場
合
、
吾
々
の
「
自
己
意
識
」
は
、
そ
の
「
自
己
定
立
」
に
依
っ
て
一
切
の
「
或
る
も
の
」
を
定
立
す
る
「
神
性
」
の
如

　
　
き
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
吾
々
の
「
有
限
性
」
の
自
欺
的
忘
却
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
仮
に
そ
う
い
う
立
場
に
立
っ
た
と
し
て

　
　
も
、
そ
れ
で
は
一
切
の
「
或
る
も
の
」
が
「
自
己
意
識
」
の
内
に
解
消
さ
れ
て
し
ま
い
、
「
自
己
意
識
」
か
ら
区
別
さ
れ
る
「
或
る
も
の
の
、

　
　
意
識
」
は
不
、
珂
能
に
な
る
。
併
し
、
「
或
る
も
の
の
意
識
」
を
「
卍
繋
」
従
っ
て
亦
「
露
己
意
識
」
の
外
な
る
「
も
の
」
に
由
来
せ
し
め
る

　
　
立
場
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
解
し
た
如
き
ス
ピ
ノ
チ
ス
ム
に
依
っ
て
代
表
さ
れ
る
「
独
断
論
」
で
あ
る
。
何
故
「
独
断
論
」
か
と
い
え
ば
、
「
意

　
　
識
の
外
」
と
い
う
こ
と
自
身
が
、
「
意
識
」
を
既
に
前
提
し
て
初
め
て
成
り
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
或
、
「
或
る
も
の
の
意
識
」
も
「
我
」

　
　
か
ら
由
来
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し
、
そ
の
場
合
前
述
の
如
き
「
我
」
の
「
神
性
化
」
を
避
け
る
た
め
に
は
、
「
滑
る
も
の
の
意
識
」

　
　
は
、
「
我
」
の
本
質
た
る
「
自
己
定
立
」
か
ら
、
「
自
己
定
立
」
と
し
て
由
来
す
る
の
で
は
な
く
、
「
我
の
自
己
定
立
」
に
端
的
に
対
立
す
る

囎　
　
　
　
　
　
知
護
学
の
本
質
と
そ
の
内
的
鋤
性
（
一
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
影
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三
八

606　
　
「
非
我
の
反
定
立
」
と
し
て
成
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
体
フ
ィ
ヒ
テ
は
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
、
思
わ
れ
る
。

　
　
　
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
吾
々
は
、
「
非
我
の
端
的
な
る
反
定
立
」
を
、
「
経
験
」
や
「
意
識
の
事
実
」
に
依
っ
て
明
示
さ
れ
る
事
柄
と

　
　
し
て
済
ま
せ
る
こ
と
は
出
来
ず
（
そ
れ
が
「
端
的
に
は
理
由
無
し
に
」
成
立
す
る
所
以
を
、
「
我
の
自
己
定
立
篇
と
い
う
事
態
そ
れ
自
身

　
　
に
つ
い
て
更
に
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
併
し
、
フ
ィ
ヒ
テ
ば
そ
の
成
立
の
根
拠
の
究
明
を
「
端
的
に
」
と
い
う
こ
と
で
拒
否

　
　
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
そ
の
「
端
的
な
る
成
立
k
の
根
拠
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
吾
々
の
試
み
は
、
最
早
「
知
識
学
」
の
立
場
で
は
な
さ

　
　
れ
得
ず
、
そ
こ
か
ら
「
知
識
学
」
も
そ
の
「
本
質
」
に
関
し
て
問
題
に
さ
れ
得
る
立
場
に
、
立
た
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

　
問
題
は
、
「
非
我
の
端
的
な
る
反
定
立
」
が
起
ら
ざ
る
を
得
な
い
根
拠
の
究
曙
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
我
の
端
的
な
る
自
己
定
立
」
（
第
一

根
本
命
題
」
に
先
ず
求
め
ら
れ
ぬ
ぱ
な
ら
な
い
。
併
し
、
そ
の
た
め
に
は
「
第
一
根
本
命
題
」
が
フ
ィ
ヒ
テ
と
は
甥
な
光
の
下
で
観
ら
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
「
我
の
端
的
な
る
自
己
定
立
」
を
「
第
一
根
本
命
題
」
と
し
て
そ
こ
か
ら
「
第
二
根
本
命
題
」
の
成
立
を
明

ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
f
そ
れ
は
フ
ィ
ヒ
テ
の
立
場
で
あ
り
、
そ
う
い
う
立
場
で
は
吾
々
の
問
は
最
初
か
ら
拒
否
さ
れ
て

い
る
一
、
「
我
の
端
的
な
る
自
己
定
立
」
が
「
人
間
的
知
識
の
第
一
根
本
命
題
」
と
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
こ
と
自
身
を
問
題
に
す
る
と
い

う
仕
方
で
、
「
第
一
根
本
命
題
」
と
「
第
工
根
本
命
題
漏
と
の
隠
れ
た
聯
麗
を
、
明
る
み
に
齎
ら
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
吾
々
は
さ
き
に
「
第
一
根
本
命
題
」
に
触
れ
た
箇
所
で
、
「
我
は
端
的
に
有
る
し
は
そ
れ
自
身
の
内
に
既
に
そ
れ
自
身
の
「
反
省
作
用
」

を
含
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
語
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
が
さ
き
に
引
用
さ
れ
た
箇
所
で
、
「
我
は
そ
れ
自
身
を
端
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

定
立
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
「
…
間
接
的
に
哲
学
的
反
省
の
内
に
出
て
現
れ
て
来
得
る
…
」
と
、
言
っ
て
い
る
こ
と
に
依
っ
て
も
、
確
め

ら
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
我
は
端
的
に
見
る
1
1
我
は
そ
れ
職
身
を
端
的
に
定
立
す
る
」
は
、
吾
々
の
意
識
の
根
底
（
○
議
質
山
）

で
あ
る
が
故
に
、
「
吾
々
の
意
識
の
内
に
は
直
接
的
に
現
れ
得
な
い
」
が
、
「
根
源
的
反
省
作
用
」
に
於
て
初
め
て
且
そ
の
「
反
省
作
用
」

の
当
体
と
し
て
現
れ
て
来
る
事
柄
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
そ
れ
は
、
「
反
省
作
用
」
の
内
に
於
け
る
「
現
前
」
と
し
て
、
知
①
始
益
。
。
Φ
口
N
で
あ



　
　
り
而
も
こ
購
。
－
箕
舘
窪
N
で
あ
る
と
、
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
勿
論
フ
ィ
ヒ
テ
は
「
我
は
端
的
に
有
る
」
を
そ
の
よ
う
な
即
①
る
二
型
器
と

　
　
し
て
捉
え
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
彼
に
と
っ
て
は
「
第
嚇
根
本
命
題
」
で
あ
る
。
何
故
そ
れ
が
「
第
一
根
本
命
題
」
と
な
る
か
と
い
え
ば
、

　
　
そ
れ
は
フ
ィ
ヒ
テ
が
ど
こ
ま
で
も
勾
①
－
甑
①
臨
。
質
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
菊
？
鷺
①
臨
○
昌
の
立
場
で
は
確
か
に
d
霞
Φ
も
盆
画

　
　
①
昌
N
た
る
「
我
は
端
的
に
有
る
」
は
第
一
の
「
根
底
し
に
し
て
究
極
の
「
理
念
」
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
更
に
亦
、
既
述
の

　
　
如
く
、
「
我
有
り
」
が
《
U
p
轟
。
。
H
簿
凶
ω
叶
｛
母
⊆
霧
囲
9
》
と
し
て
の
み
成
立
し
得
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
菊
Φ
－
℃
益
ω
①
農
と
し
て
解
す
る
吾

　
　
々
の
解
釈
を
、
事
柄
自
身
に
於
て
裏
書
す
る
で
あ
ろ
う
。
書
い
換
え
れ
ば
、
「
我
」
（
U
霧
H
o
げ
）
も
「
有
る
」
（
哲
）
も
或
る
「
根
源
的
反

　
　
省
作
周
」
に
於
て
現
れ
る
q
ほ
①
忌
蝕
の
①
自
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
今
の
場
合
「
我
は
端
的
に
有
る
」
と
い
う
仕
方
で
現
れ
て
い
る
。

　
　
　
併
し
乍
ら
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
「
我
は
端
的
に
有
る
」
を
既
に
男
？
℃
感
ω
Φ
昌
N
で
あ
る
と
言
う
場
合
に
、
既
に
前
提
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

　
　
ら
な
い
℃
感
ω
の
霞
と
は
、
　
一
体
如
何
な
る
事
柄
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
「
現
前
偏
　
（
謎
、
§
q
貫
℃
感
ω
窪
N
v
諺
⇔
≦
Φ
・
・
窪
）
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
騒
）

　
　
に
依
っ
て
示
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
差
当
っ
て
例
え
ば
、
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の
所
謂
「
学
よ
り
も
一
層
力
強
い
現
前
」
　
（
謎
b
§
無
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

　
　
晋
ミ
息
ミ
の
竜
無
N
さ
養
）
で
あ
り
、
所
謂
「
脱
我
」
（
警
驚
§
へ
り
）
に
於
け
る
＝
」
の
純
一
な
る
現
前
で
あ
る
。
そ
う
い
う
「
現
前
」
の

　
　
内
で
は
「
有
」
と
「
無
」
、
「
観
る
も
の
」
と
「
観
ら
れ
る
も
の
」
と
は
未
分
で
あ
り
未
生
で
あ
る
。
ま
さ
に
そ
れ
ら
が
未
分
で
あ
る
こ
と

　
　
が
「
現
前
」
で
あ
る
。
「
現
前
」
は
、
そ
こ
か
ら
出
た
「
有
」
へ
の
聯
関
か
ら
占
え
ば
、
有
無
を
絶
す
る
「
根
源
的
真
性
」
で
あ
り
「
根
源

　
　
潮
時
」
で
あ
り
、
「
知
」
へ
の
聯
関
か
ら
雷
え
ぱ
、
知
に
も
属
せ
ず
不
知
に
も
属
せ
ざ
る
「
絶
対
知
」
で
あ
る
。
そ
う
い
う
「
現
前
し
の
内
か

　
　
ら
そ
れ
を
観
よ
う
と
す
る
「
反
省
」
が
起
る
。
そ
れ
は
「
現
前
」
の
分
裂
で
あ
る
。
そ
う
い
う
労
裂
と
し
て
の
「
反
省
」
に
於
て
初
め
て

　
　
「
有
」
と
「
無
二
非
有
」
と
が
分
た
れ
つ
つ
現
れ
る
と
岡
時
に
、
「
有
」
は
「
非
有
」
に
対
し
て
㎝
、
有
る
も
の
の
膚
」
と
し
て
「
有
る
も

　
　
の
」
に
依
っ
て
違
わ
れ
、
「
根
源
的
時
」
は
「
過
去
し
（
最
早
無
い
今
）
、
「
現
在
」
（
今
）
、
「
未
来
」
（
未
だ
無
い
今
）
に
分
た
れ
る
と
と
も

　
　
に
、
そ
う
い
う
「
時
」
の
三
様
態
に
対
し
て
そ
れ
を
離
れ
た
「
永
遠
」
が
立
て
ら
れ
る
。
そ
れ
は
亦
「
知
」
と
「
無
知
」
と
の
対
立
の
生

　
　
起
で
も
あ
る
。
要
す
る
に
、
そ
れ
は
人
闘
の
世
界
の
成
立
で
あ
り
、
同
時
に
そ
れ
を
超
え
た
世
界
、
例
え
ば
、
神
の
国
の
成
立
で
あ
る
。

61ε　
　
　
　
　
　
知
識
学
の
本
質
と
そ
の
内
的
動
性
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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凶
0

626　
　
こ
れ
ら
の
諸
規
定
は
す
べ
て
、
勺
感
。
・
Φ
欝
の
労
①
ぬ
の
×
δ
昌
に
於
け
る
分
裂
的
屈
折
的
現
前
と
し
て
の
幻
？
鷲
似
ω
勲
誉
に
、
そ
の
構
成
分

　
　
と
し
て
夫
々
の
仕
方
で
属
し
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
よ
う
な
幻
目
舘
窪
N
の
分
裂
態
と
し
て
の
知
①
箕
器
①
蕊
の
内
か
ら
元
の
℃
鼠
ω
o
嵩
を
圃
復
し
そ
れ
に
復
帰
し
よ
う
と
す
る
運
動
が

　
　
趨
る
。
そ
れ
が
「
哲
学
」
で
あ
り
「
第
一
哲
学
」
と
し
て
の
「
形
而
上
学
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
口
①
舗
①
紙
o
p
を
徹
底
的
に
完
遂
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
と

　
　
に
依
っ
て
幻
①
鷲
野
里
慧
の
世
界
を
℃
附
謎
魯
斜
糞
農
薬
へ
黛
に
齋
し
、
前
者
を
後
者
に
根
拠
づ
け
ん
と
努
力
す
る
。
例
え
ば
、
ア
ー
3
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

　
　
テ
レ
ス
の
「
第
一
哲
学
」
は
、
「
多
様
な
る
仕
方
で
書
い
現
さ
れ
て
い
る
窟
る
〈
と
い
う
こ
と
〉
」
（
銭
山
顛
需
謎
へ
鵠
丸
蓮
田
の
）
を
、
「
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
　
　
　
　
　
（
5
7
）

　
　
べ
て
或
る
一
つ
の
根
拠
へ
の
閣
係
」
（
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
U
　
　
　
、
勲
潮
黛
℃
鵠
、
O
の
兼
へ
黛
ぐ
黛
、
N
唱
℃
）
の
内
に
齎
す
と
い
う
仕
方
で
、
根
拠
づ
け
ん
と
し
た
。
そ
の
場
合
に

　
　
　
　
　
　
も
　
　
と

　
　
「
一
つ
の
根
拠
」
と
さ
れ
た
の
は
、
「
第
一
に
有
る
〈
と
い
え
る
〉
も
の
、
　
つ
ま
り
遮
る
も
の
で
有
る
の
で
は
な
く
し
て
端
的
に
有
る
も

　
　
（
5
9
）

　
　
の
」
（
＆
笥
、
＄
§
の
薯
、
§
～
o
鱗
註
蝕
℃
瓢
鳶
、
轡
隊
身
為
の
）
と
し
て
の
「
実
有
」
（
o
旨
ミ
）
で
あ
り
、
「
実
有
」
は
「
最
早
他
の
も
の
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

　
　
て
陳
述
さ
れ
な
い
簸
後
的
主
語
〈
擁
基
体
〉
に
し
て
且
此
で
有
る
と
し
て
有
り
而
も
離
弁
的
に
有
る
も
の
」
（
銭
働
”
晋
。
日
食
亀
§
㍗
8
寝
N
o
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

　
　
軌
、
ミ
瓢
無
嚢
q
．
発
き
q
醸
離
婁
♪
霞
～
塾
登
唾
鉱
餅
2
弩
霞
鰍
誉
、
ミ
臼
多
気
）
で
あ
り
、
同
時
に
冠
そ
う
い
う
仕
方
で
有
る
物
の
「
本
質
」

　
　
（
　
ノ
　
　
し
　
り
　
　
　
　
ゅ
吋
O
　
焼
へ
　
郊
ヒ
　
偽
馬
℃
黛
へ
）
を
意
味
す
る
。
そ
れ
故
、
「
有
る
と
は
何
か
」
（
臥
こ
審
）
と
い
う
「
第
一
哲
学
」
の
根
本
の
問
は
「
実
有
と
は
何
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

　
　
（
汰
の
愚
9
ミ
黛
）
と
い
う
問
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
第
一
哲
学
」
は
、
《
警
》
を
《
＆
ミ
黛
》
へ
の
「
関
係
」
（
遷
奄
の
）

　
　
の
内
に
立
て
る
と
い
う
仕
方
で
、
《
り
、
O
ぐ
》
を
篭
袋
、
き
ミ
含
勺
触
跨
9
N
に
齎
さ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
併
し
、
《
o
旨
贈
》
は
恐
ら
く
笥
袋
、
き
ミ
黛

　
　
の
影
で
あ
り
．
濁
の
臨
。
蝕
。
⇔
の
内
部
に
現
れ
る
貧
楽
も
き
ミ
寝
の
濁
？
勺
搬
舘
Φ
嚢
で
あ
ろ
う
。
（
こ
の
考
え
は
こ
こ
で
は
来
だ
展
開
さ
れ
得

　
　
な
い
）
。
併
し
、
食
ぎ
。
・
魚
窪
島
》
を
《
　
砂
　
　
、
O
ぐ
q
へ
袋
》
へ
の
関
係
の
内
に
立
て
て
観
る
と
い
う
観
客
…
1
そ
れ
が
「
形
而
上
学
」
的
野
に
於
て
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

　
　
定
的
な
量
器
で
あ
る
が
一
は
、
《
　
’
　
　
、
O
に
q
へ
黛
》
が
難
聴
ミ
ミ
へ
の
聯
関
か
ら
盒
く
切
離
さ
れ
、
そ
の
切
離
し
に
於
て
《
。
。
昏
ω
＄
難
渋
》
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

　
　
て
醗
訳
さ
れ
た
処
に
嘗
て
も
、
更
に
《
も
α
鋸
ぴ
。
駐
替
八
二
け
一
簿
》
が
《
⇔
げ
の
巳
簿
霧
ω
二
ぼ
Φ
簿
》
と
し
て
解
釈
し
変
え
ら
れ
、
そ
の
変
解
に
於
て
「
我
」

　
　
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
処
に
於
て
も
、
す
な
わ
ち
フ
ィ
ヒ
テ
の
「
知
識
学
」
の
内
に
於
て
も
、
依
然
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
る
。



　
　
　
そ
の
よ
う
に
し
て
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
「
我
は
端
的
に
有
る
」
が
℃
撫
G
。
③
嚢
で
は
な
く
し
て
既
に
労
Φ
唱
益
ω
①
器
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

　
　
は
当
然
そ
の
裏
爾
に
於
て
「
無
」
に
鷹
面
し
て
い
る
筈
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
「
我
は
端
的
に
有
る
」
が
フ
ィ
ヒ
テ
に
於
て
は
「
我
は
そ

　
　
れ
自
身
を
有
る
と
し
て
定
立
す
る
」
で
あ
る
こ
と
に
依
っ
て
、
賭
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
我
は
端
的
に
有
る
」
が
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
の
裏
面
に
於
て
直
ち
に
、
「
無
」
に
面
し
て
い
る
が
故
に
「
我
は
そ
れ
自
身
を
有
る
と
し
て
定
立
す
る
」
働
き
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い

　
　
う
こ
と
は
、
「
無
」
が
先
ず
最
初
に
有
っ
て
次
に
そ
れ
に
対
し
て
「
自
己
定
立
」
と
い
う
行
為
が
起
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
勿
論
な
い
。
そ

　
　
れ
は
、
「
我
の
霞
己
定
立
」
が
ま
さ
に
そ
れ
自
身
で
あ
る
こ
と
に
於
て
そ
の
裏
薗
に
於
て
薩
ち
に
「
無
」
に
面
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

　
　
更
に
言
え
ば
、
「
我
の
自
己
定
立
」
が
起
る
時
、
そ
れ
と
岡
時
に
そ
の
裏
面
が
「
無
」
に
な
る
の
で
あ
る
。
「
無
」
は
「
我
の
自
己
定
立
」

　
　
の
裏
面
で
あ
り
、
そ
れ
と
表
裏
一
体
を
な
し
て
い
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
「
我
の
懲
己
定
立
」
に
於
て
「
我
の
自
己
定
立
」
と
い
う
表
面
し
か

　
　
観
ず
、
岡
時
に
そ
の
裏
面
を
観
な
か
っ
た
。
そ
の
裏
薦
を
観
な
か
っ
た
が
故
に
、
彼
は
「
我
の
自
己
定
立
」
を
「
第
一
根
本
命
題
」
と
し

　
　
て
定
立
し
得
た
と
と
も
に
、
そ
の
定
立
と
周
時
に
そ
の
裏
颪
の
「
無
」
が
「
里
離
の
反
定
立
」
と
し
て
現
れ
て
来
る
こ
と
の
必
然
性
を
、

　
　
察
知
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
「
我
の
自
己
定
立
」
は
そ
の
全
面
に
於
て
は
「
我
の
自
己
定
立
」
に
尽
く
さ
れ
な
い
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
を
「
我
の
自
己
定
立
」
と
し
て
「
第
一
根
本
命
頴
こ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
依
っ
て
尽
く
さ
れ
な
い
「
我
の
自
己
定
立
」
の
裏
面
は
「
無
」

　
　
と
な
り
、
そ
の
門
無
」
は
「
我
の
自
己
定
立
」
の
前
面
に
「
非
我
」
と
し
て
「
反
定
立
」
さ
れ
て
来
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
そ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
、
マ
イ
ス
タ
…
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
於
け
る
「
我
有
り
」
を
フ
ィ
ヒ
テ
に
に
於
け
る
「
我
は
端
的
に
有
る
扉
我
は
そ

　
　
れ
自
身
を
有
る
と
し
て
定
立
す
る
」
に
対
為
し
て
み
れ
ば
、
　
一
層
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
は
或
る
一
つ
の
ド
イ
ツ
語

　
　
の
説
教
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
っ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
「
或
る
時
（
そ
れ
は
そ
ん
な
に
以
前
の
こ
と
で
は
な
い
が
）
、
私
は
次
の
よ
う
に
思

　
　
つ
た
、
す
な
わ
ち
、
私
が
ひ
と
り
の
人
間
で
あ
る
こ
と
偽
養
護
μ
o
ぎ
ヨ
。
霧
。
ぴ
①
醸
口
”
そ
の
こ
と
は
、
他
の
入
も
私
と
と
も
に
共
有
し

　
　
て
い
る
こ
と
で
あ
る
、
私
が
晃
た
り
聞
い
た
り
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
す
る
と
い
う
こ
と
伽
震
搾
ぴ
σ
q
Φ
の
讐
①
駕
β
瓢
①
げ
。
禽
Φ
¢
β
餌
①
貯
器
鶉
⇔
瓢

　
　
霞
ぎ
落
“
そ
の
こ
と
は
、
他
の
動
物
も
亦
為
す
こ
と
で
あ
る
。
併
し
私
が
膚
る
と
い
う
こ
と
9
ぴ
鶏
仙
舘
搾
ぴ
玄
や
そ
の
こ
と
は
、
私
独
り

636　
　
　
　
　
　
知
識
学
の
本
質
と
そ
の
内
的
動
性
（
一
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毒
血



¶

　
　
　
　
　
　
哲
学
研
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第
四
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七
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八
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四
二

646
　
　
の
こ
と
で
あ
り
誉
冒
匙
⑦
冒
。
私
以
外
の
何
人
の
も
の
で
も
な
く
、
人
間
に
も
、
天
使
に
も
、
神
に
も
、
一
私
が
そ
れ
と
一
で
あ
る
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

　
　
合
以
外
に
は
…
属
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
（
そ
れ
は
一
つ
の
純
粋
性
で
あ
り
、
一
つ
の
一
性
で
あ
る
）
」
と
。
こ
こ
で
書
わ
れ
て
い
る
「
我

　
　
有
り
」
は
、
「
私
が
人
間
と
い
う
類
の
一
員
で
有
る
こ
と
」
と
「
私
が
色
々
な
働
き
を
為
す
こ
と
」
と
か
ら
、
鋭
く
区
別
さ
れ
て
い
る
。

　
　
す
な
わ
ち
「
我
有
り
」
は
、
「
私
が
何
で
有
る
」
と
い
う
類
や
本
質
を
絶
し
た
処
、
「
私
が
何
々
を
為
す
」
と
い
う
一
切
の
働
き
を
放
下
し

　
　
て
そ
の
も
と
に
帰
っ
た
処
、
つ
ま
り
「
我
独
り
」
に
帰
っ
た
処
で
の
「
現
前
」
で
あ
る
。
其
処
で
の
《
山
餌
N
　
　
一
〇
甥
　
　
ぴ
一
雨
》
は
、
フ
ィ
ヒ
テ

　
　
の
場
合
と
同
様
に
、
そ
の
次
に
如
何
な
る
述
語
も
如
何
な
る
限
定
も
来
な
い
。
併
し
、
そ
れ
は
、
　
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
場
合
に
は
い
わ
ば

　
　
㎞
o
財
ぴ
営
0
　
で
あ
り
、
其
処
で
は
「
私
篇
と
「
有
」
と
「
神
性
の
無
」
と
は
全
く
の
「
一
」
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
そ
の
「
現
前
し
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

　
　
ク
イ
ン
ト
が
補
足
し
て
い
る
本
文
に
従
え
ば
、
コ
つ
の
純
粋
性
で
あ
り
、
　
一
つ
の
一
性
」
（
①
『
Φ
い
雪
早
業
①
騨
鑓
箆
①
一
器
国
5
げ
①
δ
で

　
　
あ
る
。
そ
れ
は
徹
底
的
に
「
我
独
り
」
で
あ
り
、
　
一
切
の
有
る
も
の
か
ら
神
か
ら
さ
え
も
離
脱
し
て
い
る
が
、
正
し
く
そ
の
故
に
、
「
人

　
　
間
」
と
も
「
天
使
」
と
も
「
神
」
と
も
「
一
」
に
な
り
得
る
の
で
あ
り
、
冊
も
そ
れ
は
極
め
て
単
純
な
一
つ
の
事
で
あ
り
、
吾
々
の
一
人

　
　
一
人
が
気
附
か
ず
し
て
既
に
そ
れ
で
有
る
如
き
事
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
よ
う
な
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
に
現
れ
た
「
我
有
り
」
と
フ
ィ
ヒ
テ
の
「
我
は
端
的
に
有
る
」
と
を
仮
に
対
此
し
て
み
れ

　
　
ば
、
次
の
よ
う
な
相
違
が
見
ら
れ
て
来
る
。
（
i
）
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
「
我
し
は
《
U
p
爵
の
H
o
げ
冨
紳
壷
口
創
霧
困
。
｝
μ
》
で
あ
り
「
自
己
意
識
」
で

　
　
あ
る
が
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
そ
れ
は
、
ま
さ
し
く
そ
う
い
う
「
自
己
意
識
」
の
破
れ
た
処
に
「
現
前
」
す
る
「
我
」
で
あ
る
。
（
”
1
1
）
、
「
自

　
　
己
意
識
」
と
し
て
の
「
我
」
が
人
間
の
「
普
遍
的
本
質
」
と
し
て
の
我
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
「
我
独
り
硫
は
そ
う
い
う

　
　
「
普
遍
的
本
質
」
と
し
て
の
「
我
篇
を
突
破
し
た
処
に
現
れ
る
具
体
的
な
個
人
で
あ
り
、
而
も
一
切
と
コ
」
で
あ
る
如
き
個
人
で
あ
る
。

　
　
（
●
－
・
エ
）
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
「
我
は
端
的
に
有
る
」
が
そ
の
裏
面
に
於
て
、
そ
れ
に
否
定
的
な
「
無
」
に
面
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
エ
ッ
ク
ハ

　
　
ル
ト
の
「
我
有
り
」
は
「
神
性
の
無
」
と
一
体
で
あ
る
。
（
V
．
王
）
、
従
っ
て
、
前
者
が
「
自
己
定
立
」
の
働
き
と
な
り
、
立
て
続
け
の
働
き

　
　
に
依
っ
て
「
そ
れ
自
身
を
有
る
と
し
て
定
立
篇
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
に
対
し
て
、
後
者
は
そ
う
い
う
働
き
を
必
要
と
せ
ず
、
一
切
の
働
き



の
も
と
と
し
て
そ
れ
自
身
に
安
ら
っ
て
い
る
。
（
V
）
、
従
っ
て
亦
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
場
合
に
は
、
「
我
の
自
己
定
立
」
を
「
第
一
の
根
拠
」
と

す
る
「
一
切
」
の
有
る
も
の
の
「
絶
対
的
統
＝
（
鎌
Φ
鋤
げ
ω
o
ご
富
鱒
巳
お
働
け
）
は
、
不
可
鋼
達
的
理
念
と
し
て
、
「
無
限
な
る
努
力
」
に
依
っ

て
そ
れ
へ
の
接
近
が
企
て
ら
れ
る
に
留
ま
る
の
に
対
し
て
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
場
合
に
は
、
「
絶
対
的
統
一
」
は
「
一
つ
の
一
性
」
と
し
て

そ
の
「
純
粋
性
」
に
於
て
常
に
現
前
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
こ
の
よ
う
な
相
違
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
「
我
は
端
的
に
有
る
」
が
、
菊
。
艶
Φ
鉱
。
⇒

の
究
極
に
於
て
現
れ
る
に
し
て
も
尚
「
自
己
意
識
」
と
し
て
男
Φ
血
①
甑
§
の
内
に
留
ま
る
男
？
勺
感
ω
窪
凶
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
す
な

わ
ち
「
形
而
上
学
し
の
内
に
留
ま
る
の
に
対
し
て
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
「
我
有
り
」
は
、
そ
う
い
う
「
反
省
作
用
」
と
そ
の
根
底
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

の
「
自
已
意
識
」
i
そ
れ
に
相
当
す
る
事
柄
を
彼
は
「
我
性
」
（
魚
σ
q
Φ
器
。
ぴ
節
津
）
と
呼
び
、
「
我
性
か
ら
の
離
脱
」
（
晋
Φ
色
σ
q
窪
ω
o
ぴ
。
津
）

を
「
自
由
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
…
と
を
絶
し
た
処
に
現
れ
る
℃
幾
の
。
づ
N
で
あ
る
こ
と
に
、
由
来
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
そ
こ
か
ら
吾
々
は
亦
、
「
知
識
学
」
の
内
に
於
け
る
「
反
省
作
用
し
の
根
源
的
所
在
と
そ
の
作
用
性
格
と
を
、
知
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
「
知
識
学
」
の
ζ
①
騎
＆
Φ
と
し
て
の
「
反
省
作
用
し
、
は
、
今
嘗
わ
れ
た
如
く
、
最
も
根
源
的
に
は
そ
の
ω
鴬
野
¢
た
る
「
我
」
の
内
に

　
　
「
自
己
意
識
」
と
し
て
存
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
我
は
我
に
と
っ
て
有
る
」
と
し
て
成
立
す
る
「
我
」
つ
ま
り
¢
マ
ω
曽
ゲ
Φ
と
し
て

　
　
の
「
我
」
の
内
に
、
そ
う
い
う
仕
方
で
d
7
幻
鮎
①
蝕
§
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
併
し
、
そ
う
い
う
q
マ
幻
跳
①
鉱
§
が
「
反
省
作
用
k
と
し
て
発
現
し
て
来
る
の
は
何
処
に
於
て
で
あ
ろ
う
か
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
「
吾
々

　
　
の
学
〈
す
な
わ
ち
知
識
学
〉
が
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
浮
し
す
な
わ
ち
そ
の
「
方
法
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
箇
処
で
、
次
の
よ
う
に
語
っ

　
　
て
い
る
、
す
な
わ
ち
「
従
っ
て
吾
々
は
、
〈
第
三
根
本
命
題
に
於
け
る
〉
最
高
の
綜
合
に
依
っ
て
結
合
さ
れ
た
我
と
非
我
と
の
内
に
、
両
者

　
　
が
こ
の
綜
合
に
依
っ
て
結
合
さ
れ
て
い
る
隈
り
、
諸
々
の
取
残
さ
れ
て
い
る
対
立
感
徴
表
を
、
探
し
出
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
し
て
そ
れ

　
　
ら
の
諸
々
の
対
立
的
徴
表
を
翻
る
薪
し
い
関
係
根
拠
i
そ
の
根
拠
は
亦
一
切
の
関
係
根
拠
中
の
最
高
の
関
係
根
拠
〈
す
な
わ
ち
第
三
根

　
　
本
命
題
に
於
け
る
可
分
性
〉
の
内
に
含
ま
れ
て
い
る
に
相
違
な
い
が
一
に
依
っ
て
結
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
綜
合

656　
　
　
　
　
　
知
識
学
の
本
質
と
そ
の
内
的
動
性
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
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に
依
っ
て
結
合
さ
れ
た
対
立
項
の
内
に
更
に
再
び
薪
た
な
る
対
立
項
を
求
め
、
そ
の
対
立
項
を
新
し
い
関
係
根
拠
に
依
っ
て
結
合
し
な
け

　
　
れ
ば
な
ら
ず
、
吾
々
が
更
に
そ
れ
以
上
完
金
に
は
結
合
さ
れ
な
い
対
立
項
に
逡
書
す
る
ま
で
は
、
こ
の
こ
と
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　
　
　
（
6
7
）

　
　
い
の
で
あ
る
」
と
。

　
　
既
述
の
如
く
、
「
非
我
の
反
定
立
」
（
第
一
　
根
本
命
題
）
は
「
端
的
に
」
起
っ
た
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
「
反
省
作
用
」
の
結
果
で
は
な
く
、

　
　
そ
こ
で
は
「
反
省
作
用
」
は
未
だ
発
現
し
て
は
い
な
い
。
然
る
に
、
「
非
我
の
反
定
立
」
は
、
「
我
の
自
己
定
立
」
が
そ
れ
自
身
を
保
持
す

　
　
る
限
り
、
「
非
我
の
反
定
立
」
と
な
る
の
で
あ
る
が
故
に
、
「
非
我
の
反
定
立
」
は
「
我
の
自
己
定
立
」
を
壊
滅
し
て
し
ま
う
こ
と
は
出
来

　
ず
、
両
者
の
「
綜
合
」
が
起
る
、
否
「
反
定
立
」
と
同
時
に
「
我
と
非
我
と
の
綜
合
」
（
第
三
根
本
命
題
）
は
起
っ
て
い
る
。
然
る
に
、

　
「
我
の
自
己
定
立
」
は
、
「
非
我
の
反
定
立
」
に
依
る
否
定
を
通
じ
壊
滅
に
陥
り
そ
の
底
無
き
底
か
ら
「
無
我
」
と
し
て
「
非
我
」
を
綜
合
統

　
　
一
す
る
の
で
は
な
く
、
「
非
我
の
反
定
立
隔
に
依
る
否
定
を
受
け
な
が
ら
そ
れ
自
身
を
保
持
せ
ん
と
す
る
が
故
に
、
そ
の
「
綜
合
」
の
仕
方

　
は
「
否
定
」
を
「
部
分
的
」
否
定
に
判
例
す
る
と
い
う
仕
方
に
な
る
。
す
な
わ
ち
「
可
分
性
」
、
「
制
振
」
、
「
可
量
性
」
（
◎
轟
証
本
簿
ω
鐡
7

　
お
岡
（
魚
汁
）
等
の
概
念
の
示
す
如
き
仕
方
で
「
我
と
非
我
と
の
根
本
綜
合
」
が
成
立
す
る
。
こ
の
「
可
分
性
」
の
概
念
に
依
る
両
者
の
「
根
本

　
綜
合
」
と
い
う
「
知
識
学
」
の
ω
孚
。
o
ゲ
㊦
の
成
立
と
珍
重
に
、
そ
の
内
に
ζ
①
爵
○
鮎
①
と
し
て
の
「
反
省
作
用
」
が
発
現
す
る
と
思
わ
れ

　
　
る
。

　
　
然
る
に
、
「
可
分
性
」
の
概
念
を
媒
介
と
せ
る
「
我
と
非
我
と
の
根
本
綜
合
」
は
、
決
し
て
両
者
の
「
絶
対
的
統
一
」
で
は
な
く
、
両
者

　
　
の
端
的
な
る
対
立
を
、
そ
れ
を
通
じ
て
発
現
す
る
「
反
省
作
用
」
に
依
っ
て
可
量
的
関
係
に
低
下
す
る
と
い
う
仕
方
で
、
な
さ
れ
た
も
の
で

　
あ
る
。
そ
れ
故
、
そ
う
い
う
仕
方
で
な
さ
れ
た
「
我
と
非
我
と
の
最
高
綜
合
」
の
内
に
は
、
そ
れ
に
依
っ
て
は
尽
さ
れ
な
い
「
我
と
非
我
と

　
　
の
対
立
麗
係
」
が
「
諸
々
の
取
残
さ
れ
た
対
立
的
徴
表
」
（
豪
農
σ
q
の
甑
の
び
窪
Φ
Φ
纂
σ
q
①
σ
q
①
謎
。
。
・
Φ
藻
・
竃
2
．
汀
窪
窪
。
）
と
し
て
、
そ
の
綜
合

　
を
破
壊
す
る
可
能
性
と
し
て
、
潜
伏
し
て
い
る
。
そ
こ
に
撃
て
そ
め
「
綜
合
」
を
維
持
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
潜
伏
し
て
い
る
「
諸
々
の
取
残

　
さ
れ
た
対
立
的
徴
表
」
を
「
反
省
作
子
」
に
依
っ
て
露
呈
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
対
立
項
を
、
「
根
本
綜
合
」
の
内
に
含
ま
れ
て
い
る



・667

「
閣
係
根
拠
」
に
依
っ
て
「
綜
合
」
し
、
而
も
そ
の
操
作
を
次
々
に
継
続
す
る
こ
と
が
、
必
要
と
な
る
。
そ
れ
は
「
我
と
非
我
と
の
可
分
性

の
概
念
に
依
る
綜
合
」
を
益
々
細
分
化
し
細
密
化
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
そ
の
綜
合
の
内
に
於
け
る
「
我
の
自
己
定
立
」
を
確
保
し
、
前

者
を
し
て
後
者
の
実
現
た
ら
し
め
ん
と
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
、
そ
れ
が
「
反
省
作
用
」
の
作
用
性
格
で
あ
り
、
そ
の
作
用
は
「
対
立
」

の
露
呈
と
そ
の
「
綜
合
」
の
発
見
と
い
う
仕
方
で
作
用
す
る
。
そ
の
場
合
、
そ
の
内
に
「
反
省
作
用
」
を
含
ん
で
成
立
す
る
ω
p
。
畠
Φ
は

「
我
と
非
我
と
の
根
本
綜
合
」
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
「
主
体
一
客
体
－
関
係
」
で
あ
り
、
ζ
簿
ゲ
。
α
⑦
と
し
て
の
「
反
省
作
用
」
自

身
こ
の
関
係
の
内
に
属
し
て
い
る
。
併
し
、
両
者
は
金
く
相
等
し
い
の
で
は
な
く
、
さ
き
の
8
1
用
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
如
く
、
「
反
省
作

用
」
が
「
探
し
出
」
（
p
。
無
ω
鄭
。
ゲ
㊦
ロ
）
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
「
諸
々
の
取
残
さ
れ
た
対
立
項
」
が
ω
ρ
o
甥
①
自
身
の
内
に
隠
さ
れ
て
い
る
限
り
、

ω
営
ぴ
①
は
内
実
上
窯
象
｝
δ
匙
Φ
に
優
越
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
実
が
露
呈
さ
れ
る
の
は
全
く
「
反
省
作
並
」
に
依
る
が
故
に
、
そ
の
点

に
関
し
て
は
ζ
Φ
騎
。
留
が
ω
霧
島
に
優
先
す
る
。
そ
こ
に
は
、
Q
Q
霧
冨
の
内
部
に
於
け
る
G
っ
鋤
畠
Φ
と
ζ
①
爵
。
山
Φ
と
の
一
種
の
対
話

が
存
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
「
反
省
作
用
」
に
依
っ
て
ω
螢
O
ず
①
1
1
「
我
と
非
我
と
の
根
本
綜
合
」
μ
「
主
体
－
客
体
一
関
係
」
が
法

則
的
聯
関
に
従
っ
て
露
呈
さ
れ
て
行
く
こ
と
は
、
瞬
時
に
蜜
①
費
。
伽
。
鐸
「
反
省
作
用
し
が
そ
れ
自
身
を
露
呈
し
て
行
く
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
が
亦
、
そ
れ
に
「
反
省
作
用
」
が
属
す
る
と
こ
ろ
の
「
我
1
1
主
体
」
が
「
自
己
定
立
」
を
「
主
体
一
客
体
…
関
係
し
の
内
に
「
確

立
」
し
そ
の
「
関
係
」
を
自
己
の
「
有
」
に
し
て
行
く
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
併
し
、
こ
の
よ
う
な
「
反
省
作
用
」
の
完
遂
の
最
後
に
於

て
、
最
早
「
反
省
作
用
」
に
依
っ
て
は
「
結
合
」
さ
れ
な
い
「
対
立
」
す
な
わ
ち
「
我
」
と
「
非
我
し
と
の
端
的
な
る
「
対
立
」
に
逢
着

す
る
。
そ
の
「
対
立
」
が
「
反
省
紅
絹
」
に
依
っ
て
棄
却
さ
れ
な
い
の
は
、
そ
の
「
対
立
」
が
、
そ
れ
を
通
じ
て
「
反
省
作
用
」
が
発
現

し
た
と
こ
ろ
の
も
と
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
着
て
「
反
省
作
用
」
は
「
実
践
的
行
為
」
に
転
化
し
向
上
し
、
「
我
」
は
そ

の
行
為
に
依
っ
て
そ
の
「
対
立
」
一
そ
れ
は
岡
時
に
、
既
述
の
如
く
「
我
」
内
部
に
於
け
る
「
絶
対
我
」
と
「
相
対
我
」
と
の
「
対
立
」

で
あ
る
が
一
を
統
一
せ
ん
と
す
る
。
併
し
、
「
絶
対
的
統
一
」
は
到
達
さ
れ
ざ
る
「
理
念
」
に
留
ま
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ω
舘
げ
の
聾
「
我
と
非
我
と
の
根
本
綜
含
」
麺
「
主
体
一
客
体
－
関
係
し
と
ζ
Φ
象
。
審
召
「
反
省
作
用
」
と
の
聯

　
　
　
　
知
識
学
の
本
質
と
そ
の
内
的
動
性
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
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関
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
d
マ
ω
碧
財
O
H
「
我
の
自
己
定
立
し
1
1
d
マ
楚
島
の
惹
○
揖
鐸
「
自
己
意
識
」
を
「
第

　
　
一
の
根
拠
」
と
す
る
立
場
の
上
で
は
、
「
我
の
自
己
定
立
」
の
徹
底
的
貰
徹
、
そ
の
具
体
的
自
己
実
現
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
併
し
、

　
　
一
、
我
の
自
己
定
立
」
が
「
非
我
の
反
定
立
」
を
克
澱
し
て
「
絶
対
的
統
一
」
に
達
す
る
こ
と
が
、
「
理
念
」
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い

　
　
う
こ
と
は
、
「
我
の
自
己
定
立
し
を
「
第
一
の
根
拠
」
と
す
る
立
場
と
そ
こ
か
ら
の
諸
帰
結
と
が
、
そ
の
立
場
だ
け
か
ら
は
理
解
出
来
な
い

　
　
事
柄
を
含
ん
で
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
さ
き
に
吾
々
は
、
d
マ
閃
魯
㊦
紙
○
切
だ
る
「
自
己
意
識
」
は
d
マ
ω
霧
ゲ
①
た
る
「
我
の
自
己
定
立
」
の
内
に
「
我
の
自
己
定
立
」
し
か

　
　
観
ず
、
そ
の
裏
面
の
「
無
」
を
観
な
か
っ
た
と
、
語
っ
た
。
そ
の
裏
面
は
同
時
に
¢
憎
－
肉
魯
の
×
δ
埠
た
る
「
自
己
意
識
」
の
裏
面
で
あ
る
。

　
　
（
「
自
己
意
識
」
が
そ
れ
自
身
の
裏
面
の
「
無
」
を
観
る
た
め
に
は
、
そ
れ
は
①
騨
憂
欝
鳥
ω
o
ず
に
な
り
、
「
我
」
は
「
無
我
」
に
な
ら
ね
ば

　
　
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
こ
こ
で
は
起
ら
な
か
っ
た
。
）
そ
れ
故
、
「
我
の
自
己
定
立
」
と
「
自
己
意
識
」
と
の
裏
面
の
「
無
」
は
、
「
非
我
」

　
　
と
し
て
「
端
的
に
」
一
す
な
わ
ち
「
自
己
意
識
」
に
依
っ
て
は
理
解
さ
れ
得
な
い
仕
方
で
且
「
霞
己
意
識
」
を
否
定
す
る
如
き
仕
方
で

　
　
i
、
「
我
の
自
己
定
立
」
の
前
面
に
対
立
さ
れ
て
来
た
。
吾
々
の
解
釈
に
依
れ
ば
、
「
非
我
」
は
本
来
「
我
の
自
己
定
立
」
と
「
自
己
意

　
　
識
」
と
の
裏
面
の
「
無
」
で
あ
り
、
裏
面
の
「
無
」
が
そ
れ
自
身
を
「
我
」
の
前
画
に
対
立
的
に
投
げ
た
影
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
そ
こ
に

　
　
「
我
と
非
我
と
の
綜
合
」
が
成
立
す
る
。
そ
れ
は
、
「
我
」
と
「
そ
の
裏
面
の
無
の
影
」
と
の
「
綜
合
」
で
あ
っ
て
、
「
我
」
と
「
そ
の
裏

　
　
面
の
無
」
と
が
真
に
表
裏
一
体
と
な
っ
て
慮
覚
さ
れ
、
そ
の
自
覚
に
於
て
表
も
無
く
裏
も
無
く
我
も
無
く
無
も
無
く
、
更
に
そ
の
霞
覚
も

　
　
無
い
、
と
い
う
こ
と
と
は
異
な
る
。
従
っ
て
、
こ
の
「
我
と
非
我
と
の
綜
合
」
は
事
態
の
全
面
を
尽
す
も
の
で
は
な
く
、
依
然
と
し
て
そ

　
　
の
「
綜
合
」
の
内
に
入
っ
た
「
我
の
自
己
定
立
」
の
裏
面
に
「
無
」
が
残
る
。
書
い
換
え
れ
ば
、
「
我
の
自
己
定
立
」
の
全
面
は
こ
の
「
綜

　
　
合
」
に
尽
く
さ
れ
な
い
。
そ
れ
故
、
こ
の
「
綜
合
」
の
内
に
入
っ
た
｛
、
我
の
自
己
定
立
」
の
側
に
「
反
省
作
用
」
が
成
立
す
る
。
（
フ
ィ
ヒ
テ

　
　
は
、
こ
れ
は
絹
増
す
る
事
態
を
「
我
の
働
き
の
器
簿
H
以
窪
α
q
¢
。
一
な
方
向
と
N
9
貫
首
⑦
欝
一
な
方
向
」
と
称
し
て
い
る
）
。
そ
の
よ
う
に
し
て

　
　
既
述
の
如
く
「
我
と
非
我
と
の
綜
合
」
“
「
主
体
一
客
体
！
関
係
」
の
成
立
と
同
時
に
そ
の
内
部
に
あ
っ
て
そ
れ
に
尽
く
さ
れ
な
い
「
反
省
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作
用
」
が
成
立
す
る
。
「
反
省
作
用
」
は
、
そ
れ
自
身
の
裏
面
の
「
無
」
の
故
に
、
こ
の
「
綜
合
篇
の
内
に
あ
っ
て
そ
れ
に
尽
く
さ
れ
な
い

の
で
あ
る
。
然
も
こ
の
「
綜
合
」
は
そ
の
内
に
か
か
る
「
反
省
作
用
」
を
含
む
が
故
に
、
そ
れ
自
身
に
留
ま
り
得
な
い
。
そ
こ
か
ら
、
前

述
の
如
き
「
我
と
非
我
と
の
根
本
綜
合
」
と
「
反
省
作
用
」
、
ω
9
警
の
と
竃
①
浮
○
α
。
と
の
交
互
循
環
的
運
動
が
起
る
。
そ
れ
は
「
、
我
」

が
「
反
省
作
用
」
に
依
っ
て
、
「
我
」
と
「
そ
の
裏
薦
の
無
の
影
」
と
の
「
関
係
」
を
、
「
我
の
蔭
己
定
立
」
の
内
に
摂
射
し
て
行
く
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
完
成
に
於
て
「
我
」
と
「
そ
の
裏
漉
の
無
の
影
」
1
1
「
非
我
」
と
は
端
的
に
対
立
す
る
。
こ
こ
に
は
二
つ
の
道
が
あ
る
。
一

つ
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
が
試
み
た
道
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
「
我
」
が
「
非
我
」
を
「
実
践
的
行
為
」
に
依
っ
て
克
服
せ
ん
と
す
る
行
き
方
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
「
我
」
が
そ
れ
自
身
の
裏
面
の
無
を
、
そ
の
前
面
に
投
ぜ
ら
れ
た
影
を
捉
え
る
こ
と
に
依
っ
て
、
解
消
せ
ん
と
す
る
前
進
運

動
で
あ
り
、
而
も
隈
り
無
き
前
進
運
動
で
あ
る
。
併
し
、
「
我
」
が
「
そ
れ
自
身
を
有
る
と
し
て
定
立
す
る
」
限
り
、
そ
の
裏
面
の
「
無
」

は
解
消
さ
れ
な
い
が
故
に
、
そ
の
影
た
る
「
非
我
」
は
前
へ
前
へ
と
押
し
遣
ら
れ
る
だ
け
で
、
永
遠
に
克
服
さ
れ
得
な
い
。
そ
の
こ
と
を

「
真
理
性
」
す
な
わ
ち
「
物
1
1
客
体
鍵
非
我
と
認
識
1
1
主
体
匪
我
と
の
一
致
性
篇
の
「
主
体
に
於
け
る
確
実
性
」
に
関
し
て
言
え
ば
、
「
我

と
非
我
と
の
絶
対
的
統
一
」
が
理
念
に
留
ま
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
絶
対
的
真
理
性
」
す
な
わ
ち
「
絶
対
的
確
実
煙
し
が
不
可
能
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
述
の
意
味
で
の
「
確
実
性
」
と
し
て
の
「
真
理
性
」
は
「
道
徳
的
行
為
」
に
於
け
る
「
主
観
的
確
儒
」
と
い

う
有
り
方
を
脱
し
得
な
い
。
酬
い
換
え
れ
ば
、
「
物
」
を
「
非
我
」
と
し
て
し
か
捉
え
な
い
立
場
で
は
、
物
に
証
さ
れ
る
と
い
う
。
「
輿
理

性
」
は
最
初
か
ら
成
立
不
。
旬
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
知
識
学
」
に
と
っ
て
は
由
々
し
き
婦
結
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
も
う
一
つ
の
道
は
、

「
非
我
」
要
す
る
に
「
我
」
　
の
影
を
掴
ま
ん
と
し
て
追
求
す
る
こ
と
を
糠
し
、
「
我
」
が
端
的
に
そ
れ
自
身
の
裏
面
の
無
と
表
裏
一
体
と

な
り
「
無
我
」
に
な
る
こ
と
に
依
っ
て
「
非
我
と
の
対
立
」
を
統
一
す
る
道
で
あ
る
。
併
し
、
そ
れ
は
「
知
識
学
」
の
立
…
場
で
は
不
可
能

で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
少
く
と
も
上
述
さ
れ
た
「
絶
対
我
」
の
「
自
己
定
立
」
と
い
う
立
場
の
内
に
は
現
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
併
し
、
吾
々
は
早
急
な
論
断
を
避
け
、
次
の
時
期
の
「
知
識
学
の
叙
述
」
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
（
未
完
）

知
識
学
の
本
質
と
そ
の
内
的
動
性
（
二
）

四
七
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